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本書は、石川県羽咋市四柳町に所在する「四柳白山下遺跡」の発掘調査報告書である。

本調査は、個人住宅建設にともなうもので、羽咋市教育委員会が実施した。調査に係る
費用は国庫及び県費の補助による。

調査は、羽咋市教育委員会社会教育課主事谷内碩央・同主事今井淳一が担当した。また、
庶務は同係長小原慎哉があたった。

試掘調査は平成元年１月１８日・２５日の延べ２日間、本調査は平成元年４月１０日から６月
２日まで延べ３３日間を要した。

出土遺物整理作業及び報告書作成作業は、平成元年６月から平成２年３月までの間適時
に実施した。

出 土 遺 物 の 整 理 に あ た っ て は 、 遺 物 洗 浄 ・ 接 合 ・ 記 名 作 業 を 能 山 真 登 加 ・ 楠 み ち 子 ・
森 志 津 ・ 永 原 と き 子 、 遺 物 実 測 ・ ト レ ース 作 業 を 能 山 ・ 楠 ・ 森 、 図 版 作 成 を 今 井 淳 一 、
写真撮影を谷内碩央がそれぞれ分担した。

本書の執筆・編集は今井淳一が行った。

遺構・遺物挿図の指示は下記のとおりである。
（１）挿図の縮尺は掲載のスケールで示した。
（２）方位はすべて磁北を表している。
（３）水平基準は海抜高を示している。
（４）写真図版の遺物には通し番号を付し、本文中の挿図番号に一致する。
（５）土器実測図の断面は、須恵器を黒塗り、その他の土器類を白ぬきで示した。
（６）遺構名の略号は次のとおりである。

柱列〔ＳＡ〕、掘立柱建物〔ＳＢ〕、土坑〔ＳＫ〕、畝状溝〔ＳＵ〕
その他の遺構〔ＳＸ〕

調査 に よ って 得 ら れ た 資 料 は 、 羽 咋 市 教 育 委 員 会 が 一 括 して 保 存 管 理 に あ た って い る 。

発掘調査から報告書作成に至るまで、多くの方々や機関から、御指導・御協力を賜った。
以下に御芳名を記して厚く御礼を申し上げます。（敬称略・順不同）
浜 岡 賢 太 郎 小 嶋 芳 孝 垣 内 光 次 郎 北 野 博 司 木 立 雅 朗 川 畑 誠
石川県教育委員会石川県立埋蔵文化財センター石川県埋蔵文化財保存協会
建設省北陸地方建設局金沢工事事務所羽咋市歴史民俗資料館四柳町町会
羽咋産業建設株式会社上田石油株式会社セントラル航業株式会社



第１章遺跡の位置と環境

第１節遺跡の位置と地理的環境

第１図位置と地形概念図（び５８０，０００）

１

能登半島の基部西側に位置する羽咋市域
の地形は、南東部の碁石ケ峰山地と北西部
の眉丈山地、これらの山地に挟まれた低地
のいわゆる邑知地溝帯、そして日本海と接

する海岸に発達した羽咋砂丘とに大きく区
分される。
山丘で覆われた半島のなかで、邑知地溝

帯は羽咋市から七尾市にかけて走る大きな
帯状の平野部であり、弥生時代から現代に
いたるまで半島随一の穀倉地帯である。そ

の規模は長さ約２０ｋｍ、幅は北東の七尾付近で狭く、南西方向に向かって次第に広がり、羽咋付

近では４ｋｍ以上を測る。また、地溝帯内では、急峻な断層崖をなす南東側の山系から流れ出る

中小河川がいくつもの扇状地を作り出し、北西側へと緩やかに傾斜している。
四柳白山下遺跡はこの南東側山麓域にあたる羽咋市四柳町地内に所在し、碁石ケ峰山地を開

析して流れる地獄谷川によって形成された小規模な扇状地の扇端部に立地している。標高は１５
～１８ｍを測り、伏流水の湧水が激しい所となっている。
一方、邑知地溝帯の南西部である本市域のほぼ中央には、典型的海跡湖として県下では河北

潟に次ぐ湖沼であった邑知潟が所在していた。現在では国営干拓事業（昭和２３年度～昭和４３年
度）などによって水田地帯と化しており、わずかに残る８６ｈ（１の遊水池にかつての面影を残して
いるに過ぎない。
しかし、本遺跡の南東約１００ｍ、標高３０～４０ｍの段丘上に立地する四柳貝逼‰らは、ヤマト

シジミだけの貝層が確認されており、縄文時代中期には少なくともこのあたりまでは汽水性の

湖岸線が達していたと想定される。
本遺跡は、日本海に大きく突き出た能登半島の基部を横断する邑知地溝帯の東縁で、かつ古

代の良好な港であった旧邑知潟北東岸にあたる扇伏地上に展開している。

第 ２ 節 古 代 に お け る 遺 跡 周 辺 の 状 況
四柳白山下遺跡が所在する羽咋市四柳町周辺は、古代の行政区画では、肝口名類聚抄』記載

の能登国能登郡与木郷に比定される地域である。

能登国のなかで能登郡は、そのほぼ中央部を郡域とし、九郷で構成されている。そのなかで
与木郷は郡の南西端に位置しており、そのまま邑知地溝帯を二分していた羽咋郡と旧邑知潟北
東岸付近で接する地域にあたっている。



２

この郷名については、平城宮跡から出土した和銅６年（７１３）の庸米六斗の付札に「越前国

能登郡翼倚里」と記されているのが初見であり、この木簡によって７世紀末より実施された律
令体制初期の段階には越前国に属しながらも、既に地方行政組織の末端区画として編成されて
いたことがうかがわれる。

能登国全体としては、養老２年（７１８）に越前国から羽咋・能登・鳳至・珠洲の四郡が分離
独立したにもかかわらず、天平１３年（７４１）には越中国に併合され、天平勝宝９年（７５７）に
再び分立するという経緯をたどっているが、いずれの措置も地域の実態に即したものではなく、

東北日本への支配拡大のためであったり、藤原仲麻呂政権の確立といった政局の転換によるも
（２）

のであったとみられている。
こうした極めて集権性の強い律令体制のなかでは、在地である能登の情勢を伝える文字史料

は少ないと言わざるを得ない。しかし、与木郷は逆にこの体制を維持するための古代の交通制

度である「駅制」の存在によって地域史の解明に欠かせぬ素材を提供しているといえる。
［駅制］とは全国を畿内と七道に分け、すべての道を都へと通じさせ、各道には乗り継ぎ用

の馬を備えた駅を設けた古代の交通網であり、最近の調査で検出された山陽道や西海道の道跡
（３）

などは幅１０ｍ前後と広く、車が使用されるほど直線的で舗装されていたことが判明している。
『延喜式』や前出『和名類聚抄』には、北陸道の駅として加賀国横山駅の次に能登国撰才駅

が、続いて国府の近くの越蘇駅があげられており、駅名と郷名との結び付きから与木郷域内に
その場所が比定されている。

また、本遺跡の北４００ｍに鎮座する御門主比古神社（羽咋市大町）と同社に合祀されている
余喜比古神社は、前出『延喜式』の神名帳に能登郡十七座の神々として登載されている。両社
ともに古代における在地の有力神であり、御門主比古神社については七尾市鵜浦町に論社があ

るが、余喜比古神社はその名称からも、もとは撰才駅があったとされる現在の四柳町あるいは
大町周辺に鎮座していたと考えられている。

〃 ■ - ゝ ．

〃 ・

一

第２図採集墨書土器実測図（１／３）
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こうした、文献史料としての撰才駅や余喜比古神社に加え、昭和２３年の耕地整理の際、四柳

町在住の四飯弥一氏が遺跡周辺で採集された第２図掲載の墨書土器の存在は、本遺跡周辺が旧

邑知潟北東岸にあって豊かな生産基盤を擁し、邑知地溝帯南東側山麓に設定された古代の官道
ルートあるいは湖上交通の中継点として開発が早かったことを示唆していると言えよう。

次に与木郷を含む邑知地溝帯内での古代の主な遺跡を概観しておきたい。
（４）

まず、地溝帯南西端にあたる羽咋郡域で、旧邑知潟南岸に所在する長者川遺跡からは８世紀
代を示すＦ生」「大」「口島家」などの墨書土器９点が採集されており、未調査ではあるが羽

咋郡衛との関係が注目されている。
また、本遺跡の南西約８ｋｍ、旧邑知潟と日本海を結ぶ川のほとりには、羽咋砂丘上に寺家遺
（５）
跡が所在している。ここでは古代を三つの画期で区分する大規模な建物群や祭祀遺跡が検出さ
れており、その北方の段丘上に鎮座する能登一宮・気多神社の歴史的な変遷を具体的に知るこ
とができる。出土した祭祀行為に関係する豊富な資料や２９９点の墨書土器などもひときわ目だ
つものであり、律令体制下での潮海交渉に関わってきた気多神社の隆盛ぶりがうかがわれる。

加えて、同神社の南の台地上では、奈良時代に入って三重塔を含むシャコデ廃寺が創建され
ており、本遺跡の主体期でもある８世紀前半には気多神が能登の重要な神として組織的に信仰
され始めたことが明らかになっている。

（６）
続いて能登郡域では、本遺跡の北東約７ｋｍの扇状地上に徳前Ｃ遺跡が所在しており、これも
８世紀前半の規格性をもった掘立柱建物８棟と井戸跡１基が検出されている。

さらに、本遺跡から約１４ｋｍ離れた邑知地溝帯北東端、能登国府所在比定地周辺には、能登国
（ ７ ） （ ８ ）

分寺跡、同尼寺とされる千野廃寺跡、１５棟以上の掘立柱建物を検出した古府タブノキダ遺跡や

小池川原地区遺跡などの主要な遺跡が所在しており、至近距離にある越蘇駅や鹿嶋津を含めて
古代能登の政治的中枢を形成してきたことが知られる。
以上、古代の邑知地溝帯内での本遺跡周辺は、地溝帯の両端に分化したそれぞれの拠点の中

間点に位置しており、これまでに述べてきた地理的要因が交通の要衝としての先進性と漸進性
をもたらしてきたと思われる。

　

　　　　　　　

ｊｌ
　１　ｊｙＷ　ｉ１１１
１ＮＩ　ｔｌｌ
ｌ４　　ｉ　３　５　０２１　ｏｌ　ｌ　ｏｌ　ｌ　ｏｌ　１１１１
１１

主 高堀勝喜「羽咋の縄文遺跡」「羽咋市史」原子・古代編１９７３羽咋市
浅香年木「古代の上日郷と石動山」『鹿島町史』通史・民俗編１９８５鹿島町
高橋美久二「情報を制するものは」『古代史復元』９・金子裕之編講談社１９８９東京
浅野幸雄「長者川遺跡」『羽咋市史』原始・古代編１９７３羽咋市
小嶋芳孝『寺家遺跡発掘調査報告書Ｉ・ｎ』石川県立埋蔵文化財センター珀１３６・１９８８金沢市
湯尻修平「徳前Ｃ遺跡」「鹿島町史」資料編（続）１９８２鹿島
土 肥 富 士 夫 ・ 木 立 雅 朗 ・ 清 水 宣 義 一 善 端 直 ・ 平 川
１９８９七尾市

町
南『史跡能登国分寺跡』七尾市教育委員会

（８）垣田修児・宮下栄仁一橋本澄夫『七尾市古府タブノキダ遺跡』石川県立埋蔵文化財センター１９８３
金沢市
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第１表周辺遺跡地名表１

第１章遺跡の位置と環境５

Ｎｏ， 名 称 所 在 地 種別 時代 出 土 品 備 考
１ 四柳白山下遺跡 羽咋市四柳町 包含地 奈 良 須恵器・土師器多数、

墨書土器２２点、円面硯

一部平成元年、羽咋市教

委、発掘調査
２ 四柳貝塚 々 々 貝 塚 縄 文 土器片５０、石器（石匙１、

石鏃３、磨製石斧１、石
斧３）

３ 四揚言の越古銭遺跡 々 々 包含地 不 詳 珠洲焼カメ（末、明銭３６
貫）

通称名は「倉ノ腰」

４ 四柳１号横穴 々 々 古 墳 古 墳 ７号まであるとのことで
あるが２号から７号未確
認

５ 四柳中の堂遺跡 〃 な 包含地 夕 壷 、 高 坏 、 器 台 、 腕 、 台
付椀、土錘等２０

６ 大町中世墓群 々 大 町
（オハカ）

墳 墓 不 詳 板碑、五輪塔多数（下よ
り四耳壷２）

７ 四柳やちだ遺跡 々 四 柳 町 包含地 壷 、 高 坏 、 器 台
８ 酒井東古墳 々 酒 井 町 古 墳 古 墳 ２基以上
９ 酒井中世墓 々 〃 墳 墓 不 詳 五輪塔、板碑
１０ 酒井古墳 々 々 古 墳 古 墳 横穴式石室
１１ 酒井国道遺跡 々 々 包含地 々 高坏脚部３
１２ 大町１号横穴 々大町上野

（オハカノ上）
古 墳 な

ク ２ 号 々 〃 々 〃 々

１３ 大町なつだ遺跡 な 々 包含地 不 詳 長頚壷１、破片 （地点不明）
１４ 曽祢遺跡（Ａ） 鹿島町曽祢 な 弥 生 土器 昭３６耕地整理により発見
１５ 曽祢弥生遺跡 々 ク

（道田の池）
々 々 壷 、 高 坏 、 土 器 昭 ３ ４ 々

１６ 小金森仏教遺跡 々 小 金 森 々 鎌 倉 鏡 耕地整理により出土
１７ 曽祢遺跡（Ｂ） 々 曽 祢 々 古 墳 平瓶、甕 耕地整理により発見
１８ 曽祢１号古墳 タ タ 古 墳 古 墳

後 期
蓋坏、台付長顕壷、雌、
壷、環頭太刀

明４１山下家新築により発
見、消滅、円墳、横穴式
石室

ク ２ 号 々 々 々 々 古 墳 円墳径約７ｍ、高０．５ｍ
々 ３ 号 ク 々 々 夕 〃 円墳径約５ｍ、高１．５ｍ

周は削られ、原形より小
型化

１９ 高畠ケカッチョ遺跡 々 高 畠
（ケカッチョ）

包含地 縄 文 磨製石斧

２０ 高畠経塚古墳 々 〃 古 墳 古 墳
後 期

坏、圭頭大刀、甜、刀、
高 坏

円墳、横穴式石室、径１０
ｍ水口家新築の際発見
消滅

２１ 高畠稲荷社跡遺跡 々 ク 包含地 古 墳
２２ 高畠弥生遺跡 タ 〃

（キクヤ小跡）
ク 弥 生

後 期
壷

２３ 高畠遺跡 々 夕 々 古 墳 紺、小形丸底唯、壷、高
坏

昭３５耕地整理により発見

２４ 正部谷古墳群 鹿西町正部谷 古 墳 古 墳 円墳１０基以上



６

第２表周辺遺跡地名表２

Ｎｏ． 名 称 所 在 地 種別 時代 出 土 品 備 考
２５ 生国王比古神社横遺跡 鹿西町金丸宮地

（カナマリヅカ）
包含地 中 世 土師器

２６ 金丸宮地遺跡 ク 々 々 古 墳 壷、高坏
ク ク 々 々 奈 良 坏皿、須恵器、長頻瓶

２７ 金丸鳥屋塚古墳 ク 々 古 墳 古 墳 横穴式石室（画伯式）
２８ 仏性山天平寺跡 々 金 丸 沢 寺院跡 鎌 倉
２９ 沢古墳群 タ 々 古 墳 古 墳 円墳８、方墳１基以上
３０ 金丸城跡 な 々 城 跡 鎌 倉
３１ 金丸地頭館跡 々 々 館 跡 〃

３２ 専願寺跡 々 〃 寺院跡 鎌 倉
室 町

３３ 谷内古墳群 〃金丸谷内 古 墳 古 墳 円墳３基以上
３４ 沢遺跡 々 々 沢 包含地 奈良・

平 安
土師器、須恵器

３５ 谷内コショウジ遺跡 々 々 谷 内

（コショウジ）

ク 々 々

３６ 谷内ブンガヤチ遺跡 〃 々 々

け｀ンガヤ刊

々 々 須恵器

３７ 金丸杉谷川遺跡 々 〃 杉 谷 包含地 平 安 土師壷、須恵坏、隆平永
宝１１枚

耕地整理中出土

３８ 金丸杉谷古墳 〃 々 夕 古 墳 古 墳 提瓶 盗掘のあとがある
３９ 杉谷古墳群 々 々 〃 々 々 鉄鏃 一部、昭和６１、６２年石川

県立埋蔵文化財センター
発掘調査

４０ 金丸杉谷川遺跡 々 〃 〃 包含地 弥 生 石鏃 杉谷川より採集
４１ 杉谷ヒガシ遺跡 々 夕 夕

（ヒガシ）

ク 不 詳

４２ 杉谷遺跡 々 々 少

（コトミ、セチ
シンカイ）

々 ク

４３ 杉谷ヤサカ遺跡 〃 〃 〃

（ヤサカ）

々 〃

４４ 能登部下遺跡 々能登部下 々 縄 文 磨製石斧
々 々 々 々 古 墳 瑞形土器、壷

４５ 能登部姫塚１号古墳
（ミササギ山）

古 墳 古 墳 須恵器、玉 １？１１２７ｍ、高さ４．５ｍ

や ２ 号 ク 々 々 ０ ） 々 ク 径１８ｍ、高さ２．５ｍ
々 ３ 号 々 ク 々 ０ ） ク 夕 径２２ｍ、高さ３ｍ

４６ 能登部城跡 々 々 城 跡 鎌 倉



０

第２章調査に至る経緯と経過
７

第 １ 節 遺 跡 の 発 見 と 分 布 調 査
平成元年１月１７日、上田石油株式会社（以下：上田石油）より鹿島バイパス予定地に隣接す
る羽咋市四柳町そ字６・７-１・８-１・３６-１・３６-２・３７番地の現況地目田に対して、個人住宅及
び給油所建築を目的とした開発計画が羽咋市教育委員会（以下：市教委）に提出された。
これを受けた市教委では、開発の規模（約３、０００❹）と周囲に四柳貝塚（第３図Ｎ（１２）四柳

宮の越古銭遺跡（第３図Ｎ（１３）が所在する点などから、同年１月１８日、開発予定地にバックホ
ーで計７ヵ所（試掘面積合計７０❹）の試掘孔を設ける形で埋蔵文化財の分布調査を行った。

その結果、第４図に示したように最も低地にあたる第１・２トレンチでは遺物包含層を確認
できなかったものの、残りのトレンチでは良好な遺存状態を保つ包含層が認められた。また、

その際出土した墨書土器を含む須恵器・土師器などの遺物により、この開発予定地内が既に知
られている周辺の遺跡とは時代が異なる新たな遺跡であることも同時に判明した。
ただちに上田石油側と発掘調査に関する協議に入っていた市教委は、２５日に二度目の分布調

査を行った。これは前回の分布調査が高低差のある南北方向を中心に包含層の有無を確認した
のに対して、第５・７トレンチを基にそれぞれ東西方向に遺跡としての包含層の広がりを再確

認するためのものであった。前回同様バックホーで４ヵ所（試掘面積合計１０６❹）の試掘孔を

-

｜

第４図分布調査トレンチ位置図（１／１，２００）



８

設け断面観察を行った結果、包含層は第５から第８トレンチヘ向かうにっれて薄くなり、最も

西側では層序の変化が認められたが、全体としては広範囲にわたる遺跡の存在を確認した。

第 ２ 節 調 査 に 至 る 経 緯
調査の直接原因である開発計画は、鹿島バイパス建設に伴うバイパス用地内からの既存の住

宅及び給油所移転によって生じている。この移転問題と埋蔵文化財の問題が当初別々に存在し
ていたことによって、調査の経緯はやや複雑であった。
１月１９日隣接のバイパス予定地にも遺跡の広がりが予想されるため、第１回の分布調査結果

をもとに、石川県立埋蔵文化財センター（以下：埋文センター）において、今後の発

掘調査に関する取扱いについて協議を行う。同席上、建設省北陸地方建設局金沢工
事事務所（以下：建設省）と連絡を取り、上田石油の既存の住宅に関しては既に建
設省と移転契約が締結されており、来年中に移転を完了しなければならないこと。
また、給油所に関しては未契約である旨を再確認する。その後、埋文センターでの
話しを受けた形で市教委内の協議を行い、時間的制約のある個人住宅に重点を置い
て調整に臨むことを決定する。

１月２４日建設省金沢事務所において、建設省・埋文センター・市教委間の経過説明及び発掘

調査に関する協議を行う。
１月２５日二度目の分布調査によって遺跡の範囲を確認。
１月２６日埋文センターでこれまでの経過説明を行う。
１月３１日石川県教育委員会文化課（以下：県教委）において２６日までの経過説明及び個人住

宅部分の発掘調査に係る費用の捻出について協議。原因者負担の軽減をはがるため
個人住宅部分の発掘調査費用に関する積算書を作成するよう指導を受ける。

２．月７日羽咋市役所において、建設省・市建設課・市教委間の協議。市教委からは分布調査

の経過と発掘調査の必要性についての説明を行い、建設省側はバイパス建設に関す
る用地買収の現状を説明してもらう。協議後、建設省は上田石油へ。

２月９日県教委との間で、個人住宅建設に伴う発掘調査の調整・協議を行う。
２月１６日上田石油側との協議。給油所予定地についても引き続き発掘調査の調整を行う。
３月１５日上田石油及び四柳町町会長宅へ赴き、市教委による４月からの発掘調査の確認と調

査作業員の斡旋依頼を行う。
以上の経緯を経て、個人住宅部分の発掘調査は４月１０日から６月２日まで延べ３３日間にわた
って実施した。今回の調査は開発計画を受けた段階から常に時間的な制約を受けながらのもの

であり、開発の計画段階での十分な協議・調整を痛感させられた調査であった。また、上田石
油側からすれば、ようやく移転用地を確保した矢先の思いもかけぬ遺跡の発見であり、計画の
大幅な変更等ずいぶんとご’迷惑をおかけした。それにもかかわらず、埋蔵文化財への理解を示
され終始協力下されたことに対して、敬意と感謝の意を申し述べておきたい。



第３節調査の経過（日誌抄）

４月１０日側曇り
本日より現地調査開始。住宅の計画図面を基に調
査区域を設定。バックホーによる荒掘りを行う。
４月１１日因晴一時雨
荒掘り作業と同時に発掘用機材を運び込む。
４月１２日困曇り一時雨
発掘調査員によってベルトコンベアーを設置し調
査区全域の第４層の掘り下げ作業を行う。
バイパス予定地のセンター杭を基準にグリッドを

設定する。
４月１３日困晴
第４層及び第５層の掘り下げ作業を行う。
４月１４日圃晴
Ｊ～Ｈ区間の第５層の掘り下げ作業を行う。墨書
土器が２片出土する。
４月１７日側曇り
バックホーによる排土の除去作業に加え、湧き水
の多い地帯なので、水はけ用の溝を設ける。
４月１８日因曇り
第５層の掘り下げ作業の結果、南北方向に走る溝
状遺構を数条検出。
４月１９日困晴
溝条遺構の平面図取りとレベル記入を行った後調
査区全体の整理清掃作業、写真撮影を行う。
４月２０日困晴
第６層の掘り下げ作業に入る。Ｊ～Ｉ区間で粘土
面の広がりを、Ｆ～Ｈ区間で新たな溝状遺構を確
認する。
４月２１日囮晴
遺構検出作業及び写真撮影。新たに検出した溝状
遺構の平面図取りとレベル記入を行う。
４月２６日伽晴
調査区全域で第６層の掘り下げ作業を行う。Ｇ～
Ｆ区間でも溝の続きを確認。余喜公民館山岸主事
他１名来跡。
４月２７日凩曇り後雨
第６層の掘り下げを続行。発掘面が乾燥のため固ｉ
い。聞き取りの結果、調査区周辺の通称が白山下

と判明。遺跡名を四柳白山下遺跡とする。
（社）埋文保存協会山本・藤田氏他１名来跡
４月２８日圖晴
第６層の掘り下げ作業を続行。

第２章調査に至る経緯と経過９

４／１２調査前の供養

４／１８遺構検出作業

４／１９検出した畝状溝を掘る

５／１６小学生の遺跡見学



１０

５月１日（月）～９日因晴（内作業４日）
第６層の掘り下げ作業を続行。
５月１０日伽曇り
北国壁面の配石周辺及び粘土面土坑の整理作業と
写真撮影を行う。第６層の掘り下げも続行。
５月１２日囮小雨
１３区内で溝内のまとまった土器群を検出。１０号溝
とする。
５月１５日側晴
１０号溝の掘り下げ作業と平面図取り及びＦ～Ｈ区
間の遺構倹出作業を行う。
５月１６日因晴
調査区壁面の整理作業及び全体の写真撮影を行う。
金沢市浅ノ町小学校７０名遺跡見学。
５月１７日伽曇り
遺構検出作業で掘立柱建物の柱穴と思われる遺構
がいくつか認められる。
５月１８日閑晴
調査区全域の遺構検出作業を続行。二間×三間の
掘立柱建物を検出。
５月１９日圈曇り
精査の結果、ほぼ同一面で三つに重なり合う建物
跡であることが判明。検出時の全体写真撮影を行
う。１～３号建物と呼称する。
５月２２日囲晴
検出遺構の掘り下げ（半掘）作業を行う。
５月２３日因晴
平面図取りとレベル記入作業。２号建物柱穴に柱
根の残存を確認。
５月２４日團・２５困晴
各遺構の全掘作業と建物間の切り合い関係を確認。
清掃作業の後、全体の写真撮影。
５月３０日因晴
各遺構の平面図取り及び配石のレベル記入。市文
化財保護審議会現地視察。
６ 月 １ 日 困 晴
各遺構のレベル記入の後、地元の人達を対象に現
地説明会を開催。５０名参加。
６ 月 ２ 日 ㈲ 晴
発掘機材撤収。本日をもって現地調査を終了する。

５／１９検出した柱穴を石灰で縁取りする

５／２２規則的に並ぶ建物柱穴を掘る

５／３０取りあげた建物の柱根

６／１現地説明会



第３章第１次調査の概要
１１

第 １ 節 第 １ 次 調 査 区 の 設 定

分布調査対象区域において、第１次調査区（個人住宅建設予定地・四柳町そ字６・７ -１・８
-１番地）にあたる第３～６・９トレンチ周辺をｒ＝ｔ］心として発掘調査を実施した。ただし、周囲

が農道と農水路で囲まれていたために区域外となる所が多く、また排土及び湧き水対策もあっ

て、実質調査面積は約２００❹となった。

発掘調査区の設定には、バイパス予定地内のセンター杭（Ｎ０．１２６・１２７）を基準に４ｍｘ４

ｍ方眼のグリッドを割り付けた。これは調査時点において、第２次調査年度（給油所建設予定

地）が未定であり、両調査区を一括資料として扱いやすいように選んだものである。

第５図に示したように、南北方向にアルファベットを、東西方向にアラビア数字を付して呼

称している。この座標が交差する点の名称を交点の東北側のグリット名とした。実際には、ま

ず現地表下約８０ｃｍの表土及び第３層面までをバックホーによって除去した後で、グ｀リッド用の

杭を打ち込んでおり、第５図網掛け部分が第１次調査地域である。
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第 ２ 節 土 層 の 概 要

本遺跡の層序は、基本的に牒や鉄分を含む茶褐色土（第１ａ層）、樫を含む褐色土（第１ｂ

層）、淡青褐色細砂質土（第２層）、黒茶褐色粘質土（第３層）、茶褐色砂質土（第４層）、

黄茶灰褐色砂質土（第５層）、黒灰色粘砂質土（第６層）、黄褐色砂質土（第７層・基盤砂層）

の順に堆積している。

現在の耕作土である第１ａ・１ｂ層は撹乱気味であり、過去の耕地整理の際に一括して投棄

されたと思われる陛石群を部分的に含んでいた。またこの中からは、第２８・２９図に掲載した中
・近世の陶磁器類がほとんど出土しており、断面観察の状況では、次に述べる第３層の遺物包

含層中にあったものが削平・投棄の結果、上層まで移動したものと推定される。

第３層の堆積状況は‾蒙ではなく、調査区南端丁列でやや厚い層として認められるが、全体

的には５～１０ｃｍ前後の薄いものであった。調査時は湧き水の多さとも相まって面的な把握は難

しく、遺物包含層としての位置付けしかできなかった。しかし、並行して行った聞き取り調査

では、調査区周辺の通称名「白山下」は、白山神社のご神体が掘り出された所からの由来であ

るとされており、その他まわりにも「倉ノ腰」「左近殿（サコダゴ）」「的場」というように、
一般の集落ではない生活を連想させる小字名が残っている。

特に、調査区の北西約１００ｍに所在する通称「倉ノ腰」からは昭和１５年（１９４０）大甕に納め

られた古銭約４０貫余りが出土したことが記録に残っており、その近くに井戸跡と考えられる木

組みの遺構が土中１こ：現存しているという情報も聞き取りの際に入手できた。現在四柳神社に奉

納されている古銭の他は、想像あるいは未確認の範囲であり、今後も中・近世の文化層に関し

ては慎重な対応が必要であろう。

続く砂質層である第４層を挟んで第５・６層は、古代の文化層である。第５層を掘り下げた

第６層の上面では１３条の南北に走る溝、いわゆる畝状遺構を検出している。（第８図）

黒色系の第６層は、調査区各地点の断面観察によれば、少なくとも上層に暗黒灰色系の粘砂

層、下層に明黒灰色系の粘砂層というように細分でき、特に下層ではその上面及び基盤砂層を

掘り込む形でいくつもの遺構の落ち込みが認められる。

この面では、掘立柱建物３棟・土坑１基・配石遺構・柱列・小穴を検出しており、（第１１図）

なかでも掘立柱建物（ＳＢ０１～０３）がほぼ同じ場所で３度建て替えられている事実が判明

している。

第６層全体の堆積状況は、調査区の東西方位にあたるＪ３～Ｊ５区間南壁のセクションで、

標高１５．８～１６．０ｍ、Ｆ４～Ｆ６区間北壁で標高１５．２～１５．３ｍと、それぞれ平均的な厚さ４０
～５０ｃｍでほぼ水平に堆積している。これに対して南北方位にあたるＪ５～Ｆ６区間東壁のセク

ションでは南側で標高１５．８ｍ、北側で１５．３ｍと約１６ｍ間隔で約５０～６０ｃｍの落差をもって堆積

している。Ｈ３～Ｆ４区間西壁での傾向も同様であり、当時の生活面が邑知地溝帯南東山麓側

から地溝帯中央部潟側に向かって緩やかに傾斜する平担面であったことが復元できる。
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第４章遺構と遺物

第 １ 節 各 説
（１）畝状溝〔ＳＵ０１～１３〕
第５層まで掘り下げていくと、調査区全体にわたってほぼ南北に平行する幅２０～５０ｃｍ前後、

深さ５～２０ｃｍ前後の浅、い溝が１２条走っているのを検出している。遺跡の主体期である古代の包
含層（第６層）上面にそれぞれが掘り込まれており、覆土は、ほとんどのものが灰褐色砂層の
単一層であった。検出面では途中で途切れたものもみられるが、比較的良好な遺存状態を保っ
ていた調査区東側部分で判断するならば、もともと４０ｃｍ前後の等間隔で平行して走っていたも
のと推定される。

また、１条（ＳＵ０７）のみではあるが、Ｈ５～６区にかけて前述した南北方向を走る溝と

直交する形で、東西方向に走る溝を検出している。
覆土中より出土した遺物のなかには、包含層出土のものと接合できる個体が多く、さらに後

述する掘立柱建物の建て替えと出土土器の整理により設定した３期にわたる遺跡の変遷期全般
を通した遺物が認められる点などから、生活面としての建物などが廃絶したあとに、その方向
性を利用してつくられた畑の畝に伴う溝状の遺構であると思われる。
ただ、その中でもＨ３区北東端からＦ４区へと流れるＳＵ１０の場合、最終的な検出面の標
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第７図ＳＵ０１～１３出土土器実測図１（１／３）
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高が他と比して低く、掘立柱建物などの面と同様であった。さらに、まとまって土器が出土し

たＨ３区間での状況を考慮に入れると、初期の段階での建物に伴う雨落溝あるいは区画溝とし

ての性格をもっていた可能性も考えられる。

続いて、ＳＵ０１～１３より出土した土器を一括して報告しておきたい。出土状況は前述し

たＳＵ１０の土器群を除き、調査区全域から多量に出土した包含層のそれと同様であった。

１～６・１８・１９は須恵器の坏蓋で、形態差及び胎土などにより、後述する各類に分類できる。

（第５章参照）ＳＵ１０の溝底部から出土した１９は最も先行的な要素をもつもので、本遺跡第

１期に位置付けられる。ヘラ削りを施された天井部外面からなだらかにロ縁端部へと移行する

扁平気味の笠形で、口縁端部は個性的な断面三角形を呈している。ＳＵ０５出土の１は逆に最

も後出的なｍ期のもの。扁平な天井部には中央部に突起のある高いボタン形のつまみがつき、

同一個体と思われる包含層出土Ｎａ１５２から、口縁端部を外屈させる器形であることが知られる。

天井部内面には墨書及び墨痕が認められる。墨書は大部分を欠いているため判読は困難である。

その他の特徴として、２～５・１８の内面にも墨痕が残っている点は、本遺跡ｎ・Ⅲ期に須恵

器坏蓋が転用硯として再使用されることが多かったことを物語っている。

８・１４・２０は須恵器有台坏。ＳＵ０９出土の８は胎土・焼成が特に精良、堅緻な一群のひと

つで、口径１０．８ｃｍ、高台径５．５ｃｍ、器高３．７ｃｍを測る。底部外面を含め全体に入念な仕上げナ

デ調整が施されているＩ期の製品。ＳＵ１０からほぼ完全な形で出土した２０は口径１３．６ｃｍ、高台

径８．２ｃｍ、器高４．２ｃｍを測る。底部外面には「×」印のヘラ書きと、判読できない二文字の墨

書が認められる。Ｕ期の製品。

９・１３は須恵器無台坏。９はＳＵ０１の出土で、口径１１ｃｍ、底径７ｃｍ、器高３．５ｃｍを測る。

２皿前後の砂粒や長石を含む胎土は出土土器全体の傾向と共通だが、焼きの甘い製品でⅢ期に

位置付けた。底部と体部の境が丸みをもち、口縁端部がやや肥厚気味に丸く収まる。１３はＳＵ

０６出土で、口径１２．２ｃｍ、底径９．４ｃｍ、器高２．７ｃｍを測る。皿状に近い低平な器形で、薄めの

底部から体部が直線的にのびる。色調は淡青灰色を呈し、砂粒・長石を含む胎土・焼成は良好。

外面には「 - 」印のヘラ書きと「酒女」と読める二文字の墨書が記されている。ｎ期。

２３は今回確認できた須恵器のなかで最も古い形態をとるもので、細部を欠損しているが、坏

の立ち上がりが上方ないしやや斜めにのびていたものと推定される。底部外面には回転ヘラ削

り、他の部分には回転ナデ調整が施されている。色調は暗灰色を呈し、胎土・焼成は緻密で独

特である。

土師器では１５・１７・２４・２５がＳＵ１０のＨ３区内からまとまった状態で検出したものである。な

かでも２４・２５の甕はともに底部を欠いてはいるか、ほぼ１個体分の分量が出土している。２４は

口径２１．７ｃｍを測る大形甕で、ョコナデ調整を施された口縁部は大きく外反し、口唇部外面の斜

位の面取りによってやや小さくつまみ出される形態をとる。体部最大径は中位にあり１９．６ｃｍを

測るが全体の張りは弱い。外面は縦位、内面は廣位のハケ調整が施され、胎土には砂粒の他に

雲母・海綿骨片を含む。２５の体部最大径は２２ｃｍで上位にあるが、中位までは計測値の変わらな
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第９図ＳＵＯＩ～１３出土土器実測図２（１／３）



１８

い筒形を呈しており、口径も体部径とそう大差のないものになると思われる。体部外面は、縦

位あるいは斜位のハケ目、内面は上部が横位で下部が縦位のハケ目調整である。胎土は砂粒と

海綿骨片・赤褐色粒を含んでいる。１５は内面を黒色処理、外面赤彩を施した高坏の坏部で、口

径は１５．６ｃｍを測る。皿状を呈し、内湾気味に立ち上がる体部から口縁部が丸みをもつ面をとる。

外面はナデ、内面はミガキ調整が施され、胎土には砂粒及び雲母を含む。１６はＳＵ０６出土で

口径１７．６ｃｍを測る中形甕の口縁部片。くの字状に外反し、口唇部がさらに上方につまみ出され

ている。

（２）掘立柱建物〔ＳＢ０１～０３１

今回の調査で確認できた掘立柱建物は３棟である。（第１１・１２図）２００❹弱という非常に狭

小な発掘面積であったが、その中央部Ｇ～Ｉ列グリッド内にそれぞれが重なり合う形での検出

となり、多量の土器類の出土とも相まって遺跡の主体期を探るうえで貴重な資料となっている。

建物の柱穴については、寺家遺跡の例にならい梁間をイロハ列、桁行を１２３列で呼称した。

ＳＢ０１

標高１５ｍ前後、２度の角度で南から北へ傾斜する緩斜面上に位置する。梁間２間（４．９ｍ）

×桁行３間（７．２ｍ）の規模で、推定床面積は３５．２８❹である。建物の主軸はＮ-１６ ° -Ｗを

測る南北棟で、柱筋、柱間寸法ともに比較的そろっている。

桁行東側柱列で北より２３０ｃｍ、；２６０ｃｍ、器（）ｃｍ。梁行は北側柱列で西よりＳ２６０ｃｍ、２３０ｃｍで

ある。柱穴の掘り形は、平均６５×６５ｃｍの方形である。遺物はすべての柱穴より土師器、須恵器

小片を中心に出土しており、６点（第１０図Ｓ２（５・２９・３１・Ｓ３２・３３・３４）を図示した。なかでも２６はほと

んどの遺物が柱穴の掘り形部分に混在した状態であったのに対し、柱痕部分から完形で出土し

ている点が注目される。色調は酸化焔焼成のため赤茶褐色を呈しているが、形態や成形技法等

は一般的な還元焔焼成のそれと同じであり、須恵器坏蓋として扱った。口径１４．５ｃｍ、器高２．９

ｃｍ、重量２２０９を測る。ヘラ削りされた天井部には扁平ではあるが径３．４ｃｍで、中央に突起の

あるボタン形つまみがつき、口縁端部が屈曲して垂下する平笠形を呈している。内面全体には

墨痕が認められる。本遺跡出土須恵器の坏蓋Ｂ２類、変遷期ではｎ期に属するもので、ロ２柱
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第１０図ＳＢＯＩ・０２柱穴内出土土器実測図（１／３）
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２０

穴の穴底から正位で水平状態のままでの出土であった。

２９・３１・３２の須恵器はそれぞれ柱穴イ４・イ２・ハ３の掘り形から出土したもので、色調は青

灰色、胎土・焼成は堅緻で精良、割れ口断面内部の酸化層がクリーム色を呈するといった共通

性をもっている。２９はロ径１０．９ｃｍを測る坏蓋で内面返りをもつ。外面は降灰を被り、内面は中

心部から返りにかけて全面が摩耗によると思われる滑らかな面となっており、部分的にはかす

かに墨痕が認められることから転用硯として使用されたものと推定される。高台径５．２ｃｍを測

る３２の有台坏も高台内面に同様の使用痕と墨痕が認められる。滑らかな面は特に中心部ほど顕

著であり、ナデ調整痕が消滅している。

３３は柱穴イ２出土で、内面を黒色処理、外面赤彩が施されている。口径１８ｃｍを測り、口縁端

部が短く外反する。ヘラミガキを施された内面の黒色処理は丁寧で、銀色を呈するほどである。

３４は内外面に赤色顔料を塗布した婉の底部で、隣り合う柱穴イ４・口４掘り形からの出土品が

接合されたものである。底径６．６ｃｍを測り、残存する底部から体部下半にかけてはヘラ削りが

施され、胎土は砂粒・海綿骨片を含んでいる。

その他の性穴内からの遺物としては、図化できなかったが長軸８．５ｃｍ、短軸２．０ｃｍ前後を測

る木片が焼けた状態で出土している。

ＳＢ０２

ＳＢ０１と建物の主軸方位は同じまま、東へ７５ｃｍ前後平行移動した形で検出された。梁間２

間（４．８ｍ）×桁行３間（７．６ｍ）で、推定床面積は３６．４８❹と桁行がのびた分だけＳＢ０１

よりもわずかに大きい規模となっている。桁行東側柱列で北より２６０ｃｍ、２５０ｃｍ、託（）ｃｍ。梁

行は北側柱列で西より２３０ｃｍ、２５０ｃｍとなり、基本的な構造は変わらないと思われる。柱穴の

掘り形は平均７０×７０ｃｍの方形で、柱穴イ１・イ２・イ３・ハ１には柱根をもっていた。（第１３
・１４図）残存する長さ及び幅はイ１が３５．４ｃｍ、１６．４ｃｍ、イ２；４？ｊ３１ｃｍ、１５．６ｃｍ、イ３が２８．９ｃｍ、

２０．６ｃｍ、ハ１が３８．８ｃｍ、１６．５ｃｍをそれぞれ測る。いずれも両側面から加工されており、底面

は広く平担面をなしている。

遺物はすべての柱穴掘り形から土師器片を中心として出土しており、そのなかで図示できた

のは柱穴イ１内よりの２７・２８と柱穴イ２の３０であった。（第１１図）２７は口径２０．５ｃｍを測る須恵

器坏蓋口縁部片で、端部を極端に屈曲させてある。色調は青灰色で胎土・焼成は堅緻。割れ口

断面が紫色を呈している。内面には油煙状の痕跡が認められる。２８は須恵器有台坏の底部片。

低く外展する高台径は８．４ｃｍを測り、断面形が内から外に向けて斜めになるものである。色調

は淡灰褐色で、胎土・焼成は砂粒・長石を多く含み、軟質といった印象を与える。高台内には

墨書が認められる。判読できる部分は二文字分の「万呂」であるが、その上位にもかすれた墨

痕状の箇所があり、本遺跡出土墨書を整理・分類した限りにおいて、「玉万呂」と書かれてい

た可能性が高い。また、この墨書の左上にも墨痕の部分が確認できるが、別の墨書であるかは

不明である。

その他の遺物としては、木製品（第３０図１）と随物遺体がある。１は柱穴ハ４からの出土で、
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第４章遺構と遺物２３

最大長１２．８ｃｍ、長軸６．３ｃｍ、短軸４．８ｃｍを測る。板目材で断面長方形を呈し、上端が斜位に面

取りされている。破物遺体は柱穴イ４・ハ３・ハ４から種子を、柱穴口４から刺状の断片を検

出している。同定は行っていないが、種子に関しては大きさ及び先の尖った卵形で表面に深い

しわがある点などの形態的特徴からモモの核かと思われる。

ＳＢ０３

重複し合うＳＢ０１・０２の間にさらに割り込む形でＳＢ０３が位置している。ＳＢ０１梁

行の北側柱列から南に約１２０ｃｍ離れて同じく梁長４．２ｍの北側柱列を検出したが、桁行は北か

ら２間分を確認したにとどまった。ＳＢ０１・０２の建物の主軸がＮ - １ ６ ° - Ｗ で あるのに対

し、ＳＢ０３はＮ-１４ ° -Ｗとわずかに北方向へ振っており、梁行は北側柱列で西より２１０ｃｍ、

２１０ｃｍ、桁行は東側柱列で北より２３０ｃｍ、２１０ｃｍ、西側柱列で北より２１０ｃｍ、２１０ｃｍを測る。

柱穴掘り形は方形で、大きさは平均して４５×４５ｃｍと６５×６５ｃｍのものがある。現段階では建物全

体の規模はわからないが、出土土器の整理から比較的短い期間での建物の移行が判明しており、

ほぼ同一地点に主軸規制の働いた３棟の建物が建てられている点て判断するならば、ＳＢ０３

も梁間２間（４．２ｍ） ×桁行３間（７ｍ前後）の南北棟となる可能性が高いと考えられる。

出土遺物はほとんど確認できなかったが、柱穴口４の柱痕部分の穴底から１５ｃｍ程度の陛を検

出している。

以上、３棟の掘立柱建物は各柱穴間の切り合い関係及び出土遺物の検討から、ＳＢ０１ - Ｓ

Ｂ０２ - ＳＢ０３の順に変遷をたどっていることが判明している。

（３）柱列〔ＳＡ０１・０２〕

１５～Ｊ５区間東端で検出された径５０ｃｍ前後を測る円形のＰ１～Ｐ４間及びＦ４～Ｇ４区間

西端の径平均４５ｃｍを測り、方形を呈するＰ５～Ｐ７間は、各柱穴が一線に並んでおり、それぞ

れの主軸方向がＮ - １ ７ ° - Ｗ と 建 物の主軸に近似していることから、調査区外で検出できなか

った別の建物の一部あるいは板塀となる可能性をもっている。特にＰ７からは酸化焔焼成によ

り橿褐色を呈した、内面返りをもつ蓋（第９図１１）が出土しており、Ｐ５からさらに柱列が西

方向にのびると想定した場合、ＳＢ０２梁行北側柱列のライン上にのっている点も注目される。
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Ｇ６区内で検出された土坑であり、調査区東側

壁面に遺構未検出部分を遮られる形となった。平

面プランは判然としないが、南北径２Ｅ１０ｃｍを測り、

未検出の東西径も同程度か若干長くなると思われ

る。地面を深さ２５ｃｍ前後で隅丸方形状に掘り下げ、

厚さ１０～２０ｃｍの青灰色粘土を貼り付けて、そのま

ま壁面としているようである。この粘土及び埋土

である暗灰褐色土には全体的に少量の炭化物が混

入していたが、焼土面や高温に伴う変色面は認め

られなかった。

また、土坑内西側部分には径３５ｃｍ、深さ１８．の

円形ピットも検出している。

出土遺物は粘土面で須恵器（第１６図）及び長軸

３９ｃｍ、短軸１５ｃｍを測る石、ピット内から砥石（第

１７図）を検出している。３５は内面返りをもった坏蓋口縁部片。３６・４０は天井部に平坦面をもつ

平笠形、３８は扁平なものというように器形区分できるが、口径値は１４～１５ｃｍの間に分布してい

る。３６は粘土面に正位の状態で完形の出土であった。つまみ径３．４ｃｍ、口径１４．３ｃｍ、器高２．９

ｃｍ、重量２７２９を測る。口縁端部は短く鋭く屈曲し、断面三角形を呈する。内面中央部には墨

痕が認められる。４０はつまみ径３．２ｃｍ、口径１４．１ｃｍ、器高２．７ｃｍを測り、天井部外面にはかす

かではあるが、二文字程度の墨書、内面中央には墨痕が残っている。３８もほぼ完形に近いもの

ニ ヘ

ー-

-

-

３８ ４０

第１６図ＳＫ０１出土土器実測図（１／３）



第４章遺構と遺物２７

で、つまみ径２．９ｃｍ、ロ径１５．１ｃｍ、器高１．５ｃｍを測る。以上の３点はいずれも扁平なボタン形

つまみをもち、色調が青灰色、胎土・焼成は砂粒・長石を多く含み、堅緻である。

３７・屈三・４３・４４は有台坏で、全形の知られる３７・３９から法量差はあるが、口径に対して器高が低

く、高台径が大きい扁平な器形を抽出できる。３７は高台径＆８ｃｍ、口径１３．４ｃｍ、器高３．５ｃｍを、

３９は高台径８．２ｃｍ、口径１４ｃｍ、器高３．４ｃｍをそれぞれ測る。３７・４３の底部外面にはヘラ切りの

渦状痕が明僚に残っている。色調・胎土・焼成は前述坏蓋と同様であるが、断面内部の酸化層

が紫色あるいはクリーム色を呈するものも認められる。４１は無台坏で口径１３．１ｃｍ、底径９ｃｍ、

器高２．９ｃｍを測り、扁平な器形は先の有台坏に類似している。口縁部内面の一部には墨痕が認

められる。

第１７図はＳＫ０１内ピットから出土した

砥石で、平滑な３面に研ぎ面が認められる。

なかでも長軸１０．５ｃｍ、短軸１．５～２ｃｍを測

る側面の摩滅が顕著で、短軸方向にくぼみ

が生じている。

遺構の性格に関しては、ピット内からの

砥石や隣接する配石遺構（ＳＸ０１）内出

土のフイゴ羽□（第２７図２６３）などから鍛

冶関連の施設といった可能性も指摘できる

｜

ｊ

泌 ． ＿

第１７図砥石実測図（１／３）
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が 、 遺 構自体部分的な検出であり不明な点が多い。今後の資料の増加をまって総合的な判断を

下していきたい。時期は伴出した土器の整理から、ＳＢ０２と併存していたものと考えられる。

（５）配石遺構〔ＳＸ０１〕

検出された位置はＦ４～Ｆ６区間、調査区北壁際である。（第ｎ図）湧き水対策のためバッ

クホーによって壁際を深く掘り込んだ時に取り上げられた部分が多いが、遺存状態の良好なＦ

５・６区境の拡幅から、約１．５ｍ幅でＳＫ０１やＳＢ０１～０３梁行方向に対応した東西方向

に走る帯状の配石であると思われる。その範囲内には径１０ｃｍ前後の樫や人頭大の石が大半を占

めるが、須恵器・土師器片も相当量含んでおり、その他円面硯、フィゴの羽ロも１点ずつ出土

している。遺構としての確認が遅れたため、出土遺物は一括して掲載していない。また、その

時期・性格については不明な点が多いが、Ｇ６区間で隣接する前述ＳＫ０１との関係には留意

すべきであろう。
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第 ５ 章 遺 物

第 １ 節 古 代 の 遺 物

（１）須恵器

今回の調査で出土した須恵器の器種には坏・甕・壷・瓶などがあるが、出土量の多い坏・蓋

は原則的に口縁部現存１／４以上のものを実測し、その他の器種を含め現存量がそれ以下のもの

でも必要に応じて図化した。また、青灰色を呈する須恵器の他に形態や成形技法等は同じであ

るが、焼成や色調の異なる一群の土器も須恵器として扱っている。

さらに、同じ器種の分類に際しては、巻末の土器観察表に掲載した計測値を基に行った分析

（多変量解析）結果等から器形を中心に大きく分類し、胎土観察や調整技法などの特徴から細

分化した。

坏蓋Ａ類（第７図１１、第１０図２９、第１６図３５、第１８図４６～５０・５２）

内面返りをもち、回転ヘラ削りが施された天井部外面には擬宝珠形のっまみがっく一群で、

今回確認できた坏蓋のなかでは最も古い形態をとる。口径１１～１５ｃｍの間に分布し、天井部が丸

みを帯びたものから口径が大きくなるにっれ扁平化する傾向がみられる。２９・４６は内面に残る

痕から転用硯としての使用が考えられる。

坏蓋ＢＩ類（第９図１９、第１０図２７、第１８図５４～６４・７０～７６）

形態的にまとまっており、出土量も多い。器形は天井部からなだらかにロ縁端部へ移行する

笠形と天井部が平担面をもつ平笠形に分かれるが、ここでは口径分布と胎土によって次の４っ

に細分した。Ｂｌａ類（５６～６４他）のつまみは扁平なボタン形で径３ｃｍ前後、器高、口径はそ

れぞれ２．９～３．２ｃｍ、１４．６～１５．８ｃｍの間に分布し、１／２程度をヘラ削りされた天井部外面に
（１）

は降灰しているものが多い。口縁端部は春木３号窯にみられる独特の断面三角形を呈している。

色調は青灰色であるが、割れロ断面内部の酸化層はしっとりとしたクリーム色であり、胎土は

砂粒を多く含み、長石粒の吹き出しも認められる。Ｂｌｂ類（７４）は１点のみの出土で、つま

第５表須恵器坏蓋・標準得点による分布表

以 上 ／ 未 満
９．９８９５３０

（ＳＳ）０

９，９８９５３０／】０．４６５】００-３．００：
１０．４６５１００／１０．９４０８００-２．７０：
１０．９４０８００／Ｕ．４１６４００-２．４０：１１１
１１．４１６４００／１１．８９２０００-２．１０；Ｓ
１１．８９２０００／１２，３６７６００-１．８０１ｓ
ｌ２．３６７６００／１２．８４３２００-１．５０：１１１

１０ ２０

１２．８４３２００／１３．３１８８００-１．２０：ｌｓｓｓｓｓｌｓｓｌ．
１３．３１８８００／１３．７９４５００-０．９０；１１１１１１．．
１３．７９４５００／１４，２７０１００-０，６０：１１１１１い１１１１１ｓｓ１１ｔｓ．
１４，２７０１００／１４．７４５７００-０．３０：１１ｌ１１１１もＳＩ１１１１１１１１．
１４．７４５７００／１５．２２１３０００．００：１１１１１１１１ｌｓｓ１１１１ｓｓ１１１１１ｓｓｔ
１５．２２１３００／１５．６９６９０００．３０１１１１窓１１●●
１５．６９６９００／１６．１７２５０００．６（）：１１１１１１１１１１１．
１ ６ ． １ ７ ２ ５ ０ ０ ／ １ ６ ． ６ ４ ８ ２ ０ ０ ０ ． ９ ０ ； ｓ １ ● ●
１ ６ ． ６ ４ ８ ２ ０ ０ ／ １ ７ ． １ ２ ３ ８ ０ ０ １ ． ２ ０ ： ｌ １ １ Ｓ Ｉ ・
１７．１２３８０ａ／１７．５９９４００
１７．５９９４００／１８．０７５０００
１８．０７５０００／１８．５５０６００
１８．５５０６００／１９．０２６２００
１９．０２６２００／１９．５０１９００
１９．５０１９００

１。５０：ＳＳ
１．８０こＳ１１
２．１０；Ｓ
２．４０：
２．７０；１
３．００Ｚ１

３０度数
０
０
０
３
１
１
３
０
６
１

８
８
５
６

１
-
９
６

１
９
心
１

Ｚ
３
１
０
１

み径２．８ｃｍ、口径１５．７ｃｍ、器高３．１

ｃｍを測る。つまみは擬宝珠形で外面

には緑色系の降灰を被る。色調は明

灰白色で、胎土・焼成は坏蓋Ａ類４９

に近似している。

続いてＢｌｃ類（７３）も１点のみ

で あ る が 、 明 ら か に 胎 土 ・ 焼 成 の 異

なる製品で、棒状の海綿骨片を含み、

ボソボソとした質感を与える。口径

１６．４ｃｍで、図示はしなかったが、同
一個体と思われるボタン形のつまみ
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３２

は径３．２ｃｍを測る。口縁端部の屈曲は緩く、外へ開いている。

Ｂｌｄ類は口径２０ｃｍ前後に分布しており、口縁端部を極端に屈曲させるもの（２７・７５）と前

出Ｂｌａ類の大形化した製品（７０・７６）とにさらに分けられる。特に７０のつまみは三段状をな
（２）

す特殊なもので、下段のつまみ径３．２ｃｍ、つまみ高２．３ｃｍ、口径２０ｃｍ、器高４．９ｃｍを測る。７６

は酸化焔焼成による製品で赤褐色を呈する。口径２２ｃｍを測り、盤につくものと思われる。

坏蓋Ｂ２類（第７図４・５、第１０図２６、第１６図３６・４０、第１９図９７～１０２、第２０図１０５～１０９、第２１図１２９・１３９）

ロ径は１４ｃｍ代に集中しており、ＢＩ類と同じく出土量は多い。形態的にＢｌａ類の後出と思

われるＢ２ａ類（４・６・３６・４１０・９’７・Ｓ）８・１００他）の他は全形を知り得る製品がなく、便宜的に口径

によってＢ２ｂ類（１２９～１３９他）とＢ２ｃ類Ｇ０１・１０２）に区分した。Ｂ２ａ類はつまみ径３

ｃｍ前後、器高、ロ径はそれぞれ２．７～３．２ｃｍ、１４．１～１５．３ｃｍの間に分布し、Ｂｌａ類からの連

続的な推移傾向を示しているが、胎土及び割れ口断面観察ではまとまった特徴をもたない。口

縁形態においても端部の届曲はさほど鋭くはなく、断面もやや丸みをもった三角形となってい

る。その他の特徴としては、天井部外面に墨書をもつもの（４０・１２９）や内面に墨痕をのこすも

のが認められる。Ｂ２ｂ類は基本的に器高が低く扁平で、口縁端部が外屈する器形であるが、

胎土観察では、今回確認できたほとんどのタイプがそろっており、さらに細分化していくと考

えられる。Ｂ２ｃ類の出土は少ないが、口径１６ｃｍ前後に分布すると思われる。１０１は径３．８ｃｍ

を測るボタン形のつまみをもち、ヘラ削りされた天井部外面の平坦部に墨書をもつ。色調・胎

土は割れロ断面も含めて青灰色で精良。

坏蓋Ｃ類（第７図６、第１６図３８、第２０図１０３・１０４・１１１・１１２）

ボタン形のつまみも体部も扁平なタイプで、つまみ径３ｃｍ前後、口径１４．８～１６ｃｍ、器高１．８

～２．２ｃｍの間に分布している。色調は割れ口断面も含め淡青灰色から青灰色、砂粒・長石を通

有量含んでおり、焼成は堅緻。

坏蓋Ｄ類（第７図１、第２２図１４８～１５２・１５５）

擬宝珠形に近いが上面が平坦なボタン形のつまみをもち、口縁端部を短く外屈させるタイプ

で、口径により二つに分類した。Ｄ１類ｏ・１５１・１５２）のうち、全形を知り得る１５１はつま

み径２．８ｃｍ、口径１８．１ｃｍ、器高３．７ｃｍを測り、内面には部分的ではあるが墨書が認められる。

１と１５２は同一個体と思われ、内面全体に墨痕及び部分的な墨書が残る。いずれも割れ口をみ

ると還元層に挟まれた酸化部分が何層も縞状に凝縮したような断面を呈している。これに対し

てＤ２類（１４８～１５０・１５５）は乾いた質感で淡青灰色を呈し、砂粒・長石を多く含むものであ

る。つまみ径２．２～２．８ｃｍ、器高２．２～２．９ｃｍ、口径１３～１４ｃｍの間に分布している。また、１５０

・１５５の内面には確認でき、特に１５５の場合は「玉万呂」と読める。

坏蓋Ｅ類（第７図２・３、第１６図４０、第２２図１５４・１５６・１５７・１５９～１６５）

口縁端部を段状に屈曲させ、先端を浅く折り曲げるものと、強く巻き込む感じで内屈させる

ものとがあるが、ここでは口径によって３区分した。ＥＩ類（２・３・１５４・１５６・１５７）は口径１２

ｃｍ以下の小形の製品で、転用硯として使用されたものが多いようである。Ｅ２類（４０・１５９～１６４）
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３４

は［コ径１４～１６ｃｍの間に分布するものをまとめたが、全形を知り得るものはない。Ｅ３類（１６５）

は口径１７．８ｃｍを測り、全面にわたって入念

なナデ調整が施されている。

有 台 坏

第６表は今回図化した有台坏のうち、高

台径・底径・口径・台高・体高・器高・角

度が計測可能であった２０点を分析（主成分

分 析 ） し 、 そ の 結 果 を ２ 次 元 散 分 図 と して

プロットしたものである。横軸には主な因

子である底径・高台径・ロ径（第１主成分）

が、縦軸には体高・器高（第２主成分）が
（３）

抽出されている。これに胎土・焼成の特徴

などから次の７つに分類した。

第６表須恵器有台坏・主成分分析による二次元散布

⑦ １Ｂ類回

⑤ 千 ｊ

諧；ｊｌ‡に訳

了で
ｉｏｌ，４８うス

Ａ１類ｔ、１６８

⑤ 、

ノ 石 高 小
’ 体 高 小

８１／１ｉ３‾゛
ノ で 特 永

○番号は物Ｎｏに一致

有台坏Ａ類（第７図８、第１０図３２、第１８図６８・６９）

胎土・焼成ともに堅緻で精良。口径１１ｃｍ前後、高台径６．６～６．８ｃｍ前後に分布する小形の一

群。底部外面には入念なナデ調整が施され、外展する断面方形の低い高台がつく。器高差によ

り３．８ｃｍ代に分布する８・３２・６９と３．１ｃｍの６８に細分できる。

有台坏Ｂ類（第２２図１５８）

１点のみの出土で、口径１０．１ｃｍ、高台径７ｃｍ、器高４．５ｃｍを測る。口径に対して器高の割合

が高く、体部角度８２度とやや直立気味に立ち上がり、口縁部で小さく外反し端部を丸く収めて

ある。底部外面には「 - 」印のヘラ書きとかすかな墨書が残っている。

有台坏Ｃ類（第７図１２、第１９図７７～８０、第２３図１６７・１７１・１７２）

底部と体部との境が丸みを帯びて直線的に立ち上がる器形。口径１１．４～１３．１ｃｍ、高台径６．７
～８．１ｃｍ、器高３．７～４ｃｍの間に分布する。高台形態や胎土・焼成の違いによって先行的要素

をもつＣＩ類（１２・７７他）と後出的なＣ２類（１６７・１７１他）に分けられる。ＣＩ類は砂粒や長石を

多く含む胎土で割れ口断面内部の酸化層がクリーム色を呈するものが多い。ふんばりの強い高

台の貼り付けや面取りが丁寧でしっかりしている。Ｃ２類の体部の立ち上カ句はＣ１類よりもや

や強くなっており、１６７の底部外面には「田地」の田と思われる右側部分の墨書が残存している。

有台坏Ｄ類（第９図２０、第１０図２８、第１９図８１～８４、第２０図１１４・１１５・１１７・１２１・１２７・１２８、第２３図１６８・１７３）

底部には高さ４ｍ前後の外展する高台がつき、口縁部形態にはやや外反するものと直線的に

立ち上がる体部からそのまま丸く収まるものとがある。口径１２．２～１３．２ｃｍ、高台径８～９．２

ｃｍ、器高３．３～４ｃｍの間にばらつきをもって分布しており、資料の増加によってさらに細分で

きると思われる。

有台坏Ｅ類（第１６図３７・３９・４３、第２０図１１３・１１６・１１８・１１９・１２２～１２６）

ロ径に対して器高が低く、高台径が大きい刊詳で、今回抽出できた器形のなかでは最も扁平
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なものである。器としてのサイズの違いにより、Ｅ１類（３７・４３・１１３他）とＥ２類（３９・１２２～１

２４他）に細分される。Ｅ１類は口径１３ｃｍ代、高台径８．５～９．４ｃｍ、器高２．９～３．１ｃｍの間に分布

する。色調は青灰色系、断面が紫色を呈するものが多く、胎土は砂粒を比較的多く含んで長石

の吹き出しも認められる。Ｅ２類は口径１４ｃｍ代、高台径１０．２～１１ｃｍ、器高３．３～３．６ｃｍの間に

分布し、Ｅ１類よりもひとまわり大きくなっている。

有台坏Ｆ類（第１８図６５～６７）

底部のみで全形を知り得るものはないが、高台径７ｃｍ代で外に大きくふんばる独特の形態か

ら、ひとっのまとまりとして区分した。つくりは丁寧で、胎土・焼成は前出有台坏Ａ類やＣＩ

類に類似七でいる。

有台坏Ｇ類（第１９図８５～８７、第２２図１５３・１６６、第２３図１６９・１７０）

これも断片的な資料の出土でしかないが、高台径１０ｃｍ代で深身の器形が予想される一群。胎

土・焼成の観察などにより、Ｇ１類（８５～８７）とＧ２類（１５３・１６６・１６９・１７０）に区分した。Ｇ１類

は堅緻で胎土も先行的な特徴を示している。Ｇ２類も砂粒や長石を含む胎土であるが、軟質とい

った印象を与えるものが多く、１５３・１６９のように腰が張り、口径１５．４ｃｍを測る１６６のように直線

的にのびる体部をもつ器形になると思われる。

無 台 坏

第７表は今回図化した無台坏のうち、底

径・口径・器高・角度が計測可能であった

１７点を分析（主成分分析）し、その結果を

２次元散布図としてプロットしたものであ

る。吹軸には主な因子である底径・口径・

器高（第１主成分）が、縦軸には角度（第
（４）

２主成分）が抽出されている。これに胎土

・焼成の特徴などを加え、次の５つに分類

した。

無台坏Ａ類（第１８図５１）

１点のみの出土であるが、抽出できた器

形のなかでは口径に対する底径の割合が最

第７表無台坏主成分分析による２次元散布

言

言

（角度大）横軸‾１次元
↑ 縦 軸 ＝ ２ 次 元

ダ 倫

○ ノ レ ニ ≒
Ａ類’レ４ノよｊ

番号は遺物Ｎｏ．に一致

① レ ⑤ヽ、ンＥ類
Ｄ３類

（辿、）

も小さく、器高の高い一群が予想される。５１は口径１１．６ｃｍ、底径５．３ｃｍ、器高４ｃｌｌを測る。ヘ

ラ切りの渦状痕を残す底部外面から丸みをもって体部へと移り、直線的にのびる。外面は降灰

を被り、内面は明灰白色を呈する。胎土・焼成は砂粒を含むが堅緻で精良である。

無台坏Ｂ類（第１９図８８）

これも１点のみの確認で、最も体部の外傾化か進んだ器形である。８８は口径１３．３ｃｍ、底径６．

８ｃｍ、器高３．５ｃｍを測り、口径に比してやや小さめの底部から大きく開くように体部が立ち上

がり口縁部が外反する。くすんだ灰色を呈しており、胎土には砂粒や長石を多く含む。
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無台坏Ｃ類（第１９図８９～９２・１７９）

口径１１．９～１２．９ｃｍ、底径６．６～７ｃｍ、器高３～３．３ｃｍの間に分布し、底部と体部の境が不明

瞭で、丸みをもって立ち上がり、そのまま外傾する器形。色調は割れ口断面も含めて淡青灰色

を呈し、胎土は白色砂粒や長石を通有量から多めに含む。

無台坏Ｄ類（第７図９、第１９図９４・９６、第２１図１４３・１４４、第２３図１７４～１７’８・１８０・１８１）

口径１１～１２ｃｍの間に分布しており、器高によってＤ１類（９４・１７６他）、Ｄ２類（９・１７４他）、

Ｄ３類（１４３・１４４他）に細分した。ＤＩ類は器高３．４～３．５ｃｍで細部形態及び胎土・焼成の観察で

は砂粒や長石を通有量含む共通性はあるが、割れ口断面が紫色を呈し堅緻なものから軟質な感

じで黄灰色ないし赤灰色を呈する還元不良のものまで多様性を示す。Ｄ２類の胎土も半透明の

長石や砂粒を多く含むが、黄灰色を呈するものや焼きの甘いものが多い。器高が３．５～３．６ｃｍ

とやや高めであり、丸みを帯びた底部から直線的に立ち上がる。Ｄ３類は器高２．７～２．９ｃｍの間

に分布する低い器形で、胎土・焼成は堅緻で割れ口断面が紫色ないしクリーム色を呈する特徴

をもつ。１４３の内面は底部から口縁部にいたるまで、墨痕が明瞭に残っている転用硯である。

また、１４４の底部外面には判読できない二文字の墨書が書かれている。

無台坏Ｅ類（第７図１３、第１６図４１、第１９図９５、第２１図１４０・１４５～１４７）

口径（１２．２～１３．８ｃｍ）と底径（９～１０ｃｍ）との差が他の器形と比して小さく、器高（２．７～３．

１ｃｍ）が低い一群である。胎土は長石や砂粒を通有量から相当量含む共通性をもつが、堅緻で

青灰色～暗青灰色を呈し、口縁端部が外反するものと焼きが軟質で淡青灰色を呈し、直線的に

のびるものに分かれるようである。また、底部外面に墨書をもつ個体が一定量認められるのも

特徴である。

甕（第２４図１８９・１９０、第２７図ｓ４）

局部的な破片が多く、ここでは口縁部片を３点図示した。１８９は口径３７．６ｃｍを測る中形の甕

である。外反した口縁端部の内外面をつまみだすように成形されており、その下方に一条の突

帯と三条の波状文、さらに凹線と波状文ｃ７：）｜｜［副こ加飾してあるのが認められる。１９０も口径３５ｃｍ

を測る中形甕で、口縁端部をやや長く外屈させてある。今回出土の須恵器のなかでは量的に少

ない海綿骨片を含む胎土が特徴的である。２６４は口径５７ｃｍを測る大形甕で、やや肥厚した幅広

の縁帯をなし、内面にも稜をもつ。頚部には波状文が巡っていると思われる。長石を多く含み、

割れ口断面がクリーム色の酸化層を呈する特徴をもつ。

壷・瓶類（第２３図１８３～１８５、第２４図１９１～２００・２０３～２０６）

壷・瓶も前出甕と同様に口縁から体部へと続く資料が少ない。その中で１９７・２０４はそれぞ

れ口径５．２ｃｍ、１７ｃｍを測る短頚壷で、肩の張りの弱い球形の体部が復元できる。口径１１ｃｍを測

る２０３も短頚の口縁部が立ち上がる壷で、降灰を被った球形の体部下半から、２０５のように外

展し、断面形が内から外へ向け斜めになる高台がつくと思われる。１９３は不定型な平底で、底

側部に削り調整が加えられている。胎土の類似した１９１・１９２のような筒状の口頚部を取り付

けた長頚壷となる可能性がある。
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その他（第２３図１８２・１８３・１８６～１８８、第２４図２０１）

天井部が平坦で、直角気味に折れる口縁部をもつ１８３や扁平な器形で口径９．６ｃｍを測る１８８

などは壷・瓶類に伴う蓋として扱った。２０１は口径１７．４ｃｍを測る鉄鉢で内湾気味に立ち上がる

深い口縁部をもつ。

（２）円面硯（第２４図２０２）

Ｆ６区のＳＸ０１内から出土したもので、小片のため全形を知り得ないが、硯部は復元面径

１７ｃｍ前後を測る有堤式である。台脚部との境に突帯を有し、台側面には長方形の透し孔がいく

つか入ると思われる。水平な硯面には墨痕が認められ、海を形成する内堤と外堤では、欠損し

ている外堤の方がやや高くつくられていたものと推定される。色調が青灰色、胎土・焼成は砂

粒や長石を含み堅緻で、断面が紫色を呈する点は、本遺跡出土須恵器の先行的要素をもつ一群

の特徴と同様である。

（３）土師器

甕（第２５・２６図）

本遺跡出土土師器の主体をなす甕であるが、そのほとんどが小さな破片であり、全形を知り

得るものは少ない。ここでは図化可能であった口縁部の形態及び胎土・調整技法などをもとに

して、次の３種に分類して報告する。なお、現段階での大きさの基準として便宜上、口径１５ｃｍ

以下を小形、１５～２０ｃｍを中形、２０ｃｍ以上を大形品として扱った。

甕Ａ類（第２５図２０７～２１１・２１３～２１５、第２６図２３～２３０）

口縁部がくの字状に外反し、そのままロ唇部が丸く収まる一群。胎土に海綿骨片を含むもの

が多いが、長石や雲母を特徴的に含む個体も一定量認められる。器形としては２１３のように最

大径が体部上半にあるものが多いようである。口縁部内外面を吹ナデ、体部外面を縦位のハケ

目、内面が横位のハケ目調整を施す場合が主流を占めており、大きさは中形のものが多い。

甕Ｂ類（第２５図２１６、第２６図２１８～２２４・２Ｚ７）

口縁部がくの字状に外反し、口唇部がさらに上方につまみ出される一群で、胎土に雲母、長

石を特徴的に含んでいる。口縁部内外面を啜ナデ、体部上半をカキ目ないし縦位のハケ目で調

整するものが多い。器肉は全体的に薄く、中形と大形に分かれる。

甕Ｃ類（第２５図２１２、第２６図２２５）

くの字状に外半した口縁から続く口唇部が角ばる形態で、量的には少ない。器肉は厚く、Ａ
・Ｂ類に顕著であった胎土中の海綿骨片、雲母を含まない。２１２はロ縁部外面を横ナデ、内面

をハケ目、体部外面を横位のハケ目、内面を斜位のヘラなでつけによる調整が施される大形品

である。

黒色赤彩土師器（第２７図２３３～２３８・２４２）

内面を黒色処理、外面赤彩を施した土師器で、ロ径１４ｃｍを測る碗の他は、皿状に近い形態を

示す坏で占められている。いずれも体部内面には吹位あるいは斜位のヘラミガキ調整が明瞭に

施される。
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赤彩土師器（第２７図２３９～２４１・２４３～２４３）

内外面に赤色顔料を塗布した土師器で、口径１１．９ｃｍ、高台径８．２ｃｍ、器高３．９ｃｍを測る有台

坏（２４３）の他は、口径によって二分される坏であり、黒色赤彩と同様低平な器形をなす。

（４）その他の遺物

製塩土器（第２７図２５８～２６２）

出土点数は少ないが、棒状脚５点が認められる。脚部上位の形態については不明であるが、

内外面ともに指頭によるナデとオサエ調整痕が残る。胎土は砂粒や海綿骨片を含んでいる。

フイゴ羽口（第２７図２６３）

Ｆ５区のＳＸ０１から出土したもので、全形を知り得る資料ではないが、口径６．５ｃｍ前後を

測る。外面は高熱のため全体がガラス化している。胎土はワラ状繊維や２皿前後の砂粒を含む

粗いものである。現存量４５９．

木製品（第２８図２）

Ｊ５区包含層から出土した曲物底板の断片で、復元径は１８．８ｃｍ、厚さ０．７ｃｍを測る。
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第２８図木製品実測図（１／３）

註（１）浜岡賢太郎・嵯峨井亮・橋本澄夫・吉岡康暢「能登鳥屋古窯祉群の調査」『石川考古学研究会会誌』
第９号１９７５

（２）木立雅朗氏の教示により、本遺跡出土品ほど明瞭な形態を示してはいないが、段状を呈するつまみについて
は、能美窯跡群・和気後山谷２号窯や加賀市篠原遺跡などに類例が認められることを知った。今後も類例資
料の比較等を通じて、本資料の検討を続けて行きたい。

（３）第１主成分では、正の絶対値として高台径・底径・口径が順に大きいことから、横軸には器としての径の大
小が、同様に第２主成分では、器高・体高Ｃｚ）順に絶対値が大きいことから、器の高さが表れていることにな
る。第１・２主成分までの累積寄与率は約７７％であった。

（４）第１主成分で正の絶対値が最も大きいのは底径、負の絶対値が大きいのは器高であった。よって横軸には、
底径が大きいと器高が低い、あるいはその逆といった器形が表れ、第２主成分では負の絶対値が最も大きい
角度によって、縦軸に器形の外傾度の進行が判断できる。



第 ５ 章 遺 物 ４ ５

第 ２ 節 中 世 か ら 近 世 の 遺 物

今回の調査では、二次的な移動によるものと思われる年代幅の広い土器が一括の状態で出土

している。ここでは図化できたものを中世と近世に大分し、年代順に報告していきたい。

中世（第２９図２６５、第３０図２８５～２８９）

２８８は底径５．５ｃｍ、底厚０．９ｃｍを測るロクロ系土師器無台碗の底部片で、外面には回転糸切

り痕が認められる。雲母、長石を含む胎土・焼成は良好で、色調は白黄褐色を呈する。１１世紀

後半から１２世紀代の製品と思われる。

２６５は１点のみ確認できた輸入陶磁器の染付端反り皿。高台はヘラ削りで、斜めに面が取ら

れている。口径１１．４ｃｍ、高台径５．２ｃｍ、器高２．３ｃｍを測る。ロ縁部内外面及び腰部外面には界

線が配され、胴部外面に牡丹唐草文、見込には玉取獅子が描かれているようである。コバルト

の発色は良好。２８５は口径５６ｃｍを測る珠洲焼の甕。口縁部は玉縁状を呈し、外面には口縁直下

から叩き目が陰位に施されている。胎土は暗灰色を呈して密である。２８６も同じく珠洲焼の片

口鉢で、口径２６ｃｍを測る。口縁部は端面がほぼ水平に面取りされ、直線的に開く体部へと続い

ている。卸し目は深いが、原体幅は確認できない。２８７は口径８．４ｃｍ、底径４ｃｍ、器高１．６ｃｍ

を測る非ロクロ系の土師器皿。ョコナデ調整を施された口縁部外面から内面全体にかけてター

ル状の付着物が認められる。２８９は底径１１ｃｍを測る瓦質の火桶底部片。

以上の製品はいずれも１４世紀の後半から１５世紀にかけてのものと思われる。

近世（第２９図２６６～２８４、第３０図２９０～２９６）

今回出土した近世陶磁器のうち、碗・皿類は肥前系の製品で占められている。図示した２７１・

２７４・２７７・２７９・２８０・２８２は陶胎染付碗で、いずれも胎土は灰褐色あるいは黄褐色を呈し、施

文は呉須で山水か草花文が描かれているようである。粗調は灰緑色か乳白色で貫入が入る。全

形の知られる２７４はロ径１１．６ｃｍ、高台径４．６ｃｍ、器高７．１ｃｍを測り、口縁部外面には斜格子、

胴部外面に山水が施文される。２７２・２７３・２７６・２８１も同じく肥前系染付で、器高の高くない丸

茶碗である。いずれも胎土は乳白色で精良、粗調は乳青色を呈する。文様構成は多様で、２７３

の場合、外面には矢羽根文様が施文され、口縁部内側には大小の二重平行線が施されている。

また、見込部分には字銘の一部が観察できる。［：：１径１０ｃｍ、高台径５．５ｃｍ、器高５．７ｃｍ。

Ｓ２７５・２７８は半筒形の肥前系染付碗で、どちらも口径７．６ｃｍを測る。なかでも２７８は外面に青

磁粗を、口縁部内面に四方樺文を施す青磁染付碗である。

続いて、２６６～２７０、２２８３・２８４は肥前系の皿である。同一個体と思われる２６６と２６９は口径

１３ｃｍ、高台径４．４ｃｍ、器高３．８ｃｍを測る。胎土は乳白色で精良、粗調は乳青色を呈し、割り筆

により斜格子が施文されている。見込部分は蛇ノ目粗ノヽギである。同じく同一固定の２６７と２７

０は鉄粗により暗茶色を呈し、見込部分はやはり蛇ノ目粗ハギが施されている。口径１５．２ｃｍ、

高台径４．４ｃｍ、器高４ｃｍ前後で、胎土は明黄褐色を呈する。２８４は外面に青磁粗を、内面口縁

部と見込部分に施文が施されている端反りの青磁染付皿。口径１７．４ｃｍ、高台径９．８ｃｍ、器高６．

８ｃｍを測る。胎土は乳白色で精良、高台は中央部を丸く削り込んだ蛇ノ目凹型高台。



４６

２９０～２９６は近世の摺鉢で、越前系の製品と思われる。口縁形態は、そのまま外反させるも

の（２９１）と端部が肥厚し、玉縁状を呈するものＱ９０・２９４）とに分かれる。また、底部形態も

平底（２９２・２９３）と揚げ底の高台ＱＳ）５・２９６）が認められる。いずれも卸し目は細目で、放射

状に引きあげるため、底部内面交差部分が格子目を呈する。胎土は赤茶色で、無精のものが多

いが、口径３０ｃｍを測る２９４には鉄精が施される。

以上の近世陶磁器は１８世紀を中心とした年代が考えられる。
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第 ６ 章調査の成果と課題

第 １ 節 遺 構 と 遺 物 の 時 期

今回の調査で検出できた重複する３棟の掘立柱建物は、主軸規制のうかがわれる配置関係、

構造規模の点などから、比較的短期間での建て替えであったと想定される。ここでは建物周辺
（１）

から多量に出土した遺物のうち、第５章で分類整理した須恵器を傍証資料として建物年代を次

の三期に分け、遺跡の変遷を辿ってみた。

工期ＳＢ０１ではすべての柱穴から小片をｒｌコ心に遺物が出土している。なかでも柱穴イ２

・イ４の掘り方からそれぞれ出土した３２、２９は本遺跡内での先行的要素をもつ一群、坏蓋Ａ類
（２）

と有台坏Ａ類に該当するものであり、田嶋編年Ｈ２期、７世紀第４四半期に比定される。続い

て、柱穴口４の柱痕部分から完形のまま出土した２６は建物廃棄の時期を示すものと考えている。

柱をすべて抜き取られているＳＢ０１の各柱穴には埋め戻された土層が堆積していたが、２６は

その穴底に正位の状態で置かれていたもので、柱の抜き取り直後に土器を埋納する行為が想定
（３）

される。内面に墨痕が残る２６は本遺跡の坏蓋Ｂ２類で、田嶋編年Ⅲ期に比定されることから、

ＳＢ０１は７世紀第４四半期から８世紀第１四半期の幅のなかでとらえられる。

この時期に所属する須恵器としては、坏蓋Ａ類・ＢＩ類・有台坏Ａ類・Ｃ１類・Ｄ１類の一部・Ｆ

類・Ｇ１類・無台坏Ａ類・Ｂ類・Ｃ類・Ｅ類の一部があげられる。坏蓋の内面に返りを有するも

のと、それが消失し口縁端部が独特の断面三角形を呈するものが共存する時期であり、量的に
４）

主体をなしているのは春木３号窯に類品を見いだせる坏蓋Ｂ１類を中心とした一群である。

ｎ 期 ｓ Ｂ ０ ２ か ら は ｓ Ｂ ０ １ と 同 じ く すべ ての 柱 穴 掘 り 方 か ら 小 片 を 中 心 と して 遺 物 が 出

。 匹 三 回 １ １ ｒ ５ ｓ Ｊ ’

１
１

乙 ⊆ ｋ -

／ 。

｀で「こノ

’ 込 」 ． ． 。 Ｊ

／ ３ ０

ヽヽ＝ｓ竺！９゛

２８

土 して い る が 、 柱 痕 部 分 か ら の も の は 確 認 で

きなかった。柱の抜き取りは完全には行われ

ておらず、４本の柱根が残存していた。

加 えて、 掘 り 方 部 分 の 出 土 遺 物 に は モ モ を

主とした植物遺体も検出されており、ＳＢＯ

１とは異なる建物の地鎮及び廃棄状況が認め

られる。

柱根の残る柱穴イ１掘り方から出土した２７

（坏蓋Ｂｌｄ類）と「・万呂」と読める墨書が

記された２８（有台坏Ｄ類）は田嶋編年でのⅢ

期に比定でき、前出２６と共存するものである。

このことは、ＳＢ０１からＳＢ０２への建て

替えがスムーズに執行されたことを物語って

いる。時期は８世紀第２四半期を・キ］心とする

年代幅のなかでとらえていきたい。所属須恵

２７
第３１図柱穴内土器出土地点図



第６章調査の成果と課題４９

器には坏蓋Ｂ２類・Ｃ類・有台坏Ｄ類の一部・Ｅ類・無台坏Ｄ３類・Ｅ類がある。

また、ＳＫ０１もその配置関係と粘土面でまとまって倹出された須恵器から同時期に併存し

たものといえる。

Ⅲ 期 Ｓ Ｂ ０ ３ か ら は 時 期 を 明 確 に す る 遺 物 の 出 土 は な い が 、 建 物 廃 棄 後 に 調 査 区 内 が 畑 作

に関連する畝状遺構（ＳＵ０１～１３）へと変わっている点から、出土須恵器の下限（田嶋編

年ＩＶ期）をＳＢ０３の廃棄段階ととらえ、８世紀第３四半期のものと考えておきたい。この時

期には坏蓋Ｄ類・Ｅ類・有台坏Ｂ類・Ｃ２類・Ｄ類の一部・Ｇ２類・無台坏Ｄ１類・Ｄ２類の須恵器

が該当する。

第 ２ 節 墨 書 土 器 の 概 要
本遺跡の性格の一端を示しているものが、２２点の墨書土器及びそれに関連する遺物の出土で
あろう。出土土器全体の個体数や構成比率等の確認は行っていないが、県内他遺跡での墨書土
器出土の状況からすれば、非常に狭小な範囲（２００❹弱）にもかかわらず点数は多いといえる。
この傾向が遺跡全体のものであるか、今回倹出された建物周辺に限定されるものであるかは

現段階では判断できない。さらに、墨書された文字内容に関しても、遺跡の集落構成とその変
遷が明らかにされ、時期別あるいは集落内の分布状況を踏まえた上で問われるべきである。
よってここでは、基礎的な資料として第８表に墨書の種類や数量などを示し、資料整理の過

程で気付いた点を記して報告としたい。
今回の調査で確認できた墨書土器はすべて須恵器（坏・蓋）であり、記載部位は有台坏・無

台坏が底部外面に、坏蓋に関してはＩＩ期では外面に記されることが多く、Ⅲ期に入ると内面に
移行するようである。

また、判読できる文字全般の特徴として、

複字句がそのほとんどを占める点があげら

れる。単字句は大きな字体で無台坏底部外

面に記載された「秋」が１点であり、その

他は二文字以上のものである。ｎ期では人

名に関わるものと思われる「酒女」や「・

人」が、Ⅲ期では農耕・祭祀に関する「田

地」やその下に吉祥句である「八十」をつ

けた「田地八十」が認められる。

さらにＨ期を中心にⅢ期までは男性名と

思われる「玉万呂」の出土頻度が高いよう
（５）

である。なお、明確にＩ期のものと判断で

きる墨書土器は見いだせなかったが、関連

遺物としての円面硯が１点出土しており、

第８表 墨書土器集計表

墨 書
点

数

蓋 有台坏 無台坏
時期 遺物Ｎｏ．外

面
内
面
底 部
外 面

底 部
外 面

田 地 ３ １ ２ Ⅲ期 （参）２-２
１６７・１８０

田地八十 １ １ ｍ期 （参）２-３

〔≒ ６ ２ １ １ ２ ｎ～
Ⅲ期

２８・１００
１２９・１４０
１４７・１５５

・ 人 １ １ Ｈ期 １４４

秋 １ １ Ｈ期？ １４１

酒 女 １ １ ｎ期 １３

（］ｔｌ≒） １ １ Ｈ期 （参）２-１

し長） １ １ ＩＩ期 ２０

不 明 １０ ３ ３ ２ ２ 卜Ⅲ 犬



５０
（６）

型式分類や須恵器との胎土比較によってＩ期に属するものと考えられる。加えて、図化した須

恵器坏・蓋１７３点のなかには墨痕を残すものＺバ３０点（内、明瞭な使用痕も認められるもの８点）

あり、転用硯としての使用が考えられる。時期はＩ期からⅢ期まで全般にわたっている。

こうした遺物の出土状況は墨書が遺跡内で記載されたことを物語るものであり、Ｉ期の墨書

土器の出土も今後予想される。

第 ３ 節 掘 立 柱 建 物 の 類 型

第９表建物・主成分分析による二次元散布

２ 幌 ヅ サ

戸 バ ’ 肩゛ ‾ １ 、 隨 ｀ ヽ ｘ

↑ｔ竹行柱間長小ごに辻莞

／ｊｔｊクサ）大〔ｔ諧詔
じ 言 上 ン ヲ ザ

ｔ７：次回卜ｊブ` ｀ヽ 、゙ ２７’い）
’ ’ 湊 ９ ｀ ｀ こ 、 、 ．

Ａ＝白山下

ド ド 仁
Ｅ一八幡昔谷

八 八 - 昌
＿ムヅ

↓桁行柱間長大

今回の調査では、ほぼ同一地点で主軸規
制のとられた同規模の建物が建て替えられ
ていることから、三期にわたる時期別の変
遷を想定できた。この建物間の切り合いを

もとにした時期区分と軌を同じくして出土
須恵器の様相も特徴的な変化を遂げており、
時間的な経緯をよく示しているといえよう。
ここでは数量的補足として、邑知地溝帯

内で倹出されている掘立柱建物の規格の特
徴を分析し、比較することでその性格を探
ってみたい。
データを援用した遺跡はいずれも奈良時

（７）
代を中心とするもので、かつ「一般集落」の性格とは異なり、類似する構造規模の建物が規則

（８）
性をもって配置されているものである。データ数は３０棟で、内訳は鹿島町徳前Ｃ遺跡４棟、七

（ ９ ） （ １ ０ ） （ １ １ ）
尾市八幡昔谷遺跡１２棟、七尾市古府タブノキダ遺跡７棟、七尾市小池川原地区遺跡５棟、本遺

跡２棟である。入力データは梁間全長・梁間柱間長・桁行全長・桁行柱間長・建物面積・柱穴

最大長・建物主軸の７変数、分析方法は主成分分析を用いた。

分析の結果は第９表に二次元散布図としてプロットした。横軸には主な因子である面積・桁

行全長・梁間全長が抽出されていることから、建物の規模が表れているものと考えられる。同

様に縦軸には主な因子として桁行柱間長が抽出され、構造面が表れているようである。寄与率

は第１主成分５４．８８％、第２主成分１９．６４％で累積寄与率は約脂弔であった。
（１２）

まず、構造的には湯尻修平氏の分類による「中核集落」といった概念で位置づけられている

ハ幡昔谷遺跡、官人居宅地の可能性が指摘されている小池川原地区遺跡と本遺跡が２間 × ３ 間

の柱間間数を主とするのに対し、同じく「中核集落」とされる徳前Ｃ遺跡と庇をもつ面積９７❹
（１３）

の大型建物を主屋とし、「官管的性格を有する集落」である古府タブノキダ遺跡では３間 × ４

間の建物が主となっている。

続いて第９表の横軸に表れている建物規模をみると、２０❹前後に分布するハ幡昔谷遺跡、小

池川原地区遺跡と３０～４０❹に分布する徳前Ｃ遺跡、古府タブノキダ遺跡、本遺跡に分かれるこ



第６章調査の成果と課題５１

とになる。こうした点から判断すると奈良時代の邑知地溝帯内に造営された掘立柱建物のなか

で本遺跡ＳＢ０１・０２は構造的にハ幡昔谷遺跡、小池川原地区遺跡に近く、規模の点では徳

前Ｃ遺跡、古府タブノキダ遺跡に近いという独自の形態を取っていたことが読み取れる。

当然のことながら、本遺跡の場合には集落構成の倹討作業をぬきにした段階でのデータであ

り、来年度に予定されている第２次調査や数年後のバイパス建設に伴う大規模な調査によって

より正確な成果が期待されるものである。

第 ４ 節 ま と め に か え て
本遺跡周辺が地理的にも歴史的にも重要な場所に位置していることは、第１章で述べたとお
りである。今回の調査では、古代の能登郡与木郷域内の集落跡と思われる遺構が検出され、７

世紀第４四半期から８世紀第３四半期にかけて営まれたことが判明した。その間、調査区域内
では建て替えによる三期の変遷がみられたが、それは総体として律令体制の実施と発展という
歴史の流れと決して無縁ではない。

和銅６年（７１３）と紀年銘が入り、与木という郷名の初見とされる平城宮出土木簡と本遺跡で建
物が造営された時期の間に年代的な矛盾はなく、このことは７世紀末より実施された律令体制

下での遺跡の成立の妥当性をより証明しているものである。
こうした観点にたてば、遺跡内での三期にわたる変遷は、養老２年（７１８）に越前国から独立、

第３２図遺跡の位置概念図（び２９０，０００）



５２

天正１３年（７４１）に越中国へ併合、天平勝宝９年（７５７）に再び独立という能登四郡（能登国）の
古代におけるやや複雑な動向を反映したものとも理解される。
また、律令体制下での与木郷の姿を伝えるものとして、文献史料に表れる「撰才駅」・「余

喜比古神社」があることは前述したとおりであるが、陸路（駅路）及び海路（邑知潟）の要所

という立地条件を備えた本遺跡の考察には、これら古代施設の存在をぬきにすることはできな
いであろう。

県下で最も古い時期の墨書土器・円面硯・転用硯の出土は、該期の硯使用層と使用の場が特
定されていた点を考慮に入れるならば、地方行政区画として機能していた与木郷域内の官人層
が使用したものとするのが妥当であろう。また、しっかりとした径７０ｃｍ前後の方形掘り方をも
つ掘立柱建物についても同様の性格付けができる。

現段階では、古代官営施設である「撰才駅」と直接結び付く資料の倹出はないが、状況的に
は駅・神社を含む駅家集落の一部であった可能性も指摘できよう。
ともあれ、本遺跡の調査はまだ端緒にっいたばかりであり、今後の倹討課題は多い。十分な

調査体制のなかで、古代の姿を明らかにしていく必要があろう。

註（１）本遺跡出土須恵器の胎土は、数点を除き全体的に長石を多く含んでいる点が特徴となっていることから、ほ
とんどの製品が鳥屋窯産とみられる。また、割れ口断面の観察では、大まかにいって、還元層がある程度の
厚みをなすが、内部の酸化層がクリーム色を呈し、しっとりとした質感をもつもの、内外面のみが還元層で、
内部の酸化層がクリーム色・紫色・赤褐色・縞状を呈するもの、内部まで還元層で灰色・青灰色を呈するも
のに分かれ、時期的な傾向がうかがわれるようである。本報告ではふれなかったが、今後、胎土を含めた須
恵器の検討を期したい。なお、須恵器の年代及び産地の比定に際しては、北野博司・木立雅１期・川畑誠
の三氏に実見していただき、指導と助言を得た。記して感謝の意を表したい。

（２）田嶋明人「古代土器編年軸の設定」『シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』報告編石川考古
学研究会・北陸古代土器研究会１９８８金沢市

（３）北野博司「掘立柱建物の柱穴内土器埋納について」『佐々木ノテウラ遺跡』石川県立埋蔵文化財センター
１９８６金沢市

（４）浜岡賢太郎・嵯峨井亮一橋本澄夫・吉岡康暢「能登鳥屋古窯祉群の調査」『石川考古学研究会会誌』
第９号１９７５

（５１墨書文字の分類については、以下の文献を参考にした。吉岡康暢「墨書土器」『東大寺領横江庄遺跡』松
任市教育委員会・石川考古学研究会１９８３及び玉口時雄「墨書土器」『季刊考古学』第１８号雄山閣
１９８７東京

（６）吉岡康暢「陶硯」『東大寺領横江庄遺跡』松任市教育委員会・石川考古学研究会１９８３
（７）集落の性格については、註６文献。「加賀・能登における掘立柱建物の類型と性格」での湯尻修平氏の分類

に準じている。そのなかで、一般集落とは、面積３０❹前後で建物の配置に規則性が見いだせない集落に対し
て用いられている。

（８）湯尻修平「徳前Ｃ遺跡」『鹿島町史』資料編（続）１９８２鹿島町
（９）註７文献による。
（１０）垣田修児・宮下栄仁・橋本澄夫『七尾市古府タブノキダ遺跡』石川県立埋蔵文化財センター１９８３金

沢市
（１１）遺跡の概要については、平成２年２月２８日に石川県立埋蔵文化財センターで行われた第３２回埋蔵文化財担当

市町村職員等研修会の発掘調査成果の発表で、掘立柱建物の細かなデータについては、善端直・岡田
雅人両氏の教示による。

（１２）註７文献で湯ぱ氏は、一般集落及び官が集落に対する概念規定として使われ、「小地域の郷長クラス」とい
った用い方もされている。

（１３）註１０文献による。



第１０表出土土器観察表１
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挿［ｙ匯 器 種 器 形
調 整 胎 土 現存量

（／２４）

計 測 値 遺 構

出土地点
備 考

口頚部 体 部 底 部 海綿
骨片

赤褐
色粒

砂
粒

雲
母

断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ １

２ - １ 須恵沿 坏 蓋 ナ デ ナ デ ヘラ削 Ｍ３、Ｌ２ Ｉ ３．６ ２．７ 採集品 墨書土器、２文字不読

２ - ２ 無台坏 ＳＭ４ ｍ ３ ８．０ １２．３ ３．０ ６０ ク 「 田 地 」

２ - ３ 有台坏 ＳＭ３ Ⅲ １８ ７．４ ９．０ １１．９ ０．４ ３．１ ３．５ ７１ ． 「 田 地 八 十 」

７ - １ 坏 蓋 ヘラ削 ＳＭ３ ＩＶ ３．４ ＳＵ０５（１４） 内面墨書（部分）十墨痕
ＮＯＪ５２と同一個体

７ - ２ Ｍ３、ＬＩ Ｕ １９ ８．０ １２．２ ０，４ １．７ ３０ ＳＵ０４十接 内面墨痕

７ - ３ Ｓ３ ｍ ７ １２．２ １．５ ２２ ＳＵ０７ 内面全体に墨痕、
外面降灰

７ - ４ ＳＭ３ Ⅲ ６ １０．２ １４．４ ０．８ １．７ ２５ ＳＵ０４十接 内面墨痕
７ - ５ Ｍ４ Ⅲ ４ ｌｌ．７ １５．２ ０．４ １．４ ３２ ＳＵＯＩ 内面墨痕
７ - ６ ＳＭ３ Ⅲ ２ １５．９ ＳＵ０１

７ - ７ 無台坏 ナ デ ヘラ削 Ｓ３ Ｉ ４，４ ＳＵ０１ 内面降灰

７ - ８ 有台坏 ナ デ ナ デ Ｍ２
Ｌ２ Ｉ ２０（２０） ５．５ ６，６ １０．８ ０．５ ３．２ ３．７ ６２ ＳＵ０９十接 底部外面タール状の物

付着

７ - ９ 無台坏
ＳＭ３
Ｌ１ Ⅳ ２（１６） ７．０ １１．０ ３、５ ６９ ＳＵ０１十接

７-１０ 瓶 ヘラ削 ＳＭ４ Ｕ （完） ５．８ ９．４ ＳＵ０１ 外面降灰、内面墨痕

７-１１ 坏 蓋 ナ デ ナ デ ＳＭ４ 田 ２．３ １．９ １２．０ １５．４ ０．８ ０．５ １．４ ２．７ ２９ Ｐ７ 内面返り
７刊２ 有台坏 ナ デ ＳＭ４ ｌ １８（完） ６．６ ６．７ １２．２ ０．３ ４．０ ４．３ ６８ Ｐ８

７-１３ 無台坏 ＳＭ３ Ｕ ４１１８） ９．４ １２．２ ２．７ ６７ ＳＵ０６十接 底部外面墨書「酒女」
十ヘラ沓「-」

７-１４ 有台坏 ＳＭ４ ｍ Ｃ２） ８．３ ８．８ ０．４ ＳＵ０６

９-１５ 土師器 高 坏 ブミガキ 言
ミガキ

緊
ミガキ

ＳＭ３ Ｓ２ ６ １５．６ ＳＵ１０ 内面黒色、外面赤彩

９-１６ 甕 ナ デ Ｍ２ Ｍ３ ２ １７．６ １．７ ＳＵ０６

９-１７ 鉢 ナ デ ナ デ
ＳＭ４
Ｌ２ Ｓ３ ５ １７．６ ＳＵ１０（底部）

９-１８ 須恵器 坏 蓋 ヘラ削 ＳＭ４ ｍ ４ ｊ３．３ １．５ １４ ＳＵ１０ 内面墨痕
９-１９ Ｍ３ Ｕ １０ ｌｌ．０ １４．４ ０．８ ｌ．７ ２４ ＳＵ１０

９-２０ 有台坏 ナ デ ＳＭ３
ＬＩ Ｉ ２３（完） ８．２ ８．８ １３．６ ０．４ ３．８ ４．２ ６８ ＳＵ１０ 底部外面墨書２文字

十ヘラ書「×」
９-２１ 無台坏 ＳＭ４ ［Ｉ 同） １０．０ Ｐ９

９-２２ Ｍ３ ｎ「 Ｍ） ６．０ ＳＢ０３

９-２３ Ｓ４ １ ＳＵ０１ 返り

９２４ 土師器 甕 ナ デこ Ｓ２ Ｍ４
Ｌ２ Ｓ２ １３ １９．６ ２１．７ １．８ ＳＵ１０

９-２５ ハケ目 ハケ目 Ｍ４ Ｍ２ Ｍ４
Ｌ３

２２．０ ＳＵ１０ 体部上部は横ハケ、
下部は縦ハケ

１０-２６ 須恵器 坏 蓋 ナ デ ヘラ削 ＳＭ４ 完 形 ３，４ ２２．９ １０．９ １４．５ ０．９ ０．４ １．６ ２．９ ３５ ＳＢ０１（ロ４） 内面ｌ痕、重量２２０ｇ
１０-２７ ＳＭ４ Ｈ ２ ２０．５ ２３ ＳＢ０２（イ１） 内 面 狼

１０-２０ 有台坏 ナ デ ＳＭ３ Ⅲ 肋） ８．４ ８．８ ０．７ ＳＢ０２（イＵ 底部外面墨書「・万呂」
十墨痕

１０-２９ 坏 蓋 ナ デ ヘラ削 Ｓ４ Ｕ ８ １０．９ ＳＢ０１（イ４） 外面降灰、内面返りで
墨痕

１０一３０ 無台坏 ＳＭ３ Ⅲ （５） １０．２ ＳＢ０２（イ２）
１０-３１ 有台坏 ＳＭ４ １ 目） ５．０ ５，７ ０．５ ＳＢ０１（イ２）

１０-３２ ナ デ
Ｓ２
ＬＩ １ ｛１３） ５．２ ６．４ ０．６

ＳＢ０１（ハ３）
十接 高台内面墨痕

１０-３３ 土師器 坏 ナ デ 言 Ｓ２ ５ １８、０ ＳＢＯＩ（イ２） 内面黒色、外面赤彩

１０-３４
ヘラ削

よ
Ｍ２ ＳＭ４ （完） ６．６

ＳＢ０１
（イ４、ロ４） 両面赤彩

１６-３５ 須恵器 坏 蓋 ナ デ ナ デ ヘラ削 ＳＭ３ Ⅲ -
ａ ９．５ １５．０ ｌ．９ ４２ ＳＫ０１ 内面返り

１６-３６ ＳＭ４ 完 形 ３．４ ２．８ １０．２ １４．３ ０．５ ０．５ ｌ、９ ２．９ ３０ 内面墨痕、重量２７２ｇ
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第１１表出土土器観察表２

挿図ｋ 器 種 器 形
調 整 胎 土 現存呈

（／２４）

計 測 値 遺 構
出土地点 備 考口頚部 体 節 底 部 海綿

骨片
赤褐
色粒

砂
粒

雲
母

断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

１６-３７ 須恵器 有台坏 ナ デ ナ デ 未調整 Ｍ４、Ｌ２ Ｉ １２（２２） ８．８ ９．４ １３．４ ０．４ ３．１ ３．５ ６６ ＳＫ０１

１６-３８ 坏 蓋 ヘラ削
ＳＭ４
Ｌ２ Ⅲ １８ ２．９ ２，６ １１．５ １５．１ ０．６ ０ １．５ ２，１ ２７

１６-３９ 有台坏 Ｍ３、ＬＩ Ⅳ ７（１０） ８．２ １０．６ １４．０ ０．３ ３．４ ３．７ ７０
１６-４０ 坏 蓋 ヘラ削 ＳＭ４ Ⅱ ８ ３．２ ２．９ １１．４ １４ｊ ０．６ ２．１ ２．７ ２２ 外面墨書、不読、内溺頴
１６-４１ 無台坏 ナ デ ＭλＬＩ Ｉ １９（完） ９．０ １３．１ ２．９ ７０ 体節内面墨痕？
１６-４２ ＳＭ４ Ⅲ ！ １６．６

１６-４３ 有台坏 ナ デ
ヘラ切
米調整

Ｍ４
Ｌ１ Ｉ （１８） ８．０ ８．６ ０．３

１６-４４ ＳＭ３ Ⅲ （５） ８．７ ８．９ ０．４

１６-４５ ナ デ Ｍ３ ｌ １ １１．６

１８-４６ 坏 蓋
ナデ→
ヘラ削

ヘラ削 Ｍ３ １ １４ ２．３ ２．０ １１．５ １３．０ １．１ ０．７ １、１ ２．９ ２２ １４区 内面返り、墨痕

１８-４７ Ｍ３ Ⅳ ７ １２．４ ０、７ ３５ ＳＸＯＩ（Ｆ５） 々 、 外 面 降 灰

１８-４８ ナ デ Ｍ２ Ⅲ ６ １１．０ ６０ １５区

１８-４９
ナテ’→
ヘラ削

ヘラ削 Ｍ２ Ｉ １６ １．８ １．４ １１．０ １４．０ １．０ １．０ １．０ ３．０ １６ ＳＸ０１（Ｆ６） や 、 外 面 降 灰

１８-５０ Ｍ２ Ｕｊ ６ １０．０ １２．０ １．３ ０．６ ５５ Ｈ６区 々 φ

１８-５１ 無台坏 ナ デ ヘラ咄 Ｓ３、Ｍ３ Ⅳ １８（完） ５．３ １１．６ ４、０ ７０ Ｆ５・Ｇ４区接

１８-５２ 坏 蓋 ヘラ削 Ｍ２ Ⅲ １．６ １．３ １．１ Ｆ６区 内面返り？
１８-５３ 無台坏 ナ デ ナ デ ナ デ Ｍ２ Ⅲ
１８-５４ 坏 蓋 ヘラ削 ＳＭ４ １ １１ ９．０ １３．９ ０．５ １．７ ３３ ＳＸ０１（Ｆ５） 外面降灰、焼きぶくれ

１８-５５
ヘラ削
→ナデ

Ｓ３
Ｍ２ １ ２ ８．５ １４．３ ｌ．６ １８ Ｈ５区

１８-５６ Ｍ３ １ ６ ３．４ ２．８ ９．０ １４．６ ０．６ ０．６ １．９ ３．１ ２２ Ｇ４区 外面二次加熱
１８-５７ Ｓ３、Ｍ４ Ｓ４ Ｉ ２ ３．８ ３．１ １０．０ １５．５ ０．６ ０．５ ２．０ ３，１ ２１ Ｇ３・４・５区接合

１８-５８ ＳＭ４ １ ３ ３．２ ２．７ ９．９ １５．５ ０．６ ０．７ １．９ ３．２ ２６ Ｈ５区 外面降灰

１８一一５９
Ｍ４
Ｌ３ １ ２ ３．２ ２．１ １０．３ １５．５ ０．７ ０．７ １．５ ２．９ ２７ Ｆ６・Ｇ５・６

接 合
内面降灰

１８-６０
ＳＭ４
Ｌ２ Ｉ １０ ３．６ ２．９ １０．３ １５．１ ０．８ ０，４ ２．０ ３．２ ３０ Ｆ４区

１８-６１
Ｓ４
Ｍ３ １ ６ ㈲） １５．８ （０．３） ２．０ ２５ Ｆ５区 外面降灰、内面ヘラ書

「‾」

１８-６２
ＳＭ４
Ｌ１ Ｕ ５ １０．１ １５．２ ０．３ １．６ ２７

Ｇ５・Ｈ４区

接 合
内面降灰

１８-６３ Ｓ４、Ｍ３ Ｉ ４ １５．２ １．６ ２５ １５区 外面降灰、内面墨痕

１８-６４ ヘラ削 Ｓ３
ＭＬ３ Ｕ １２ ９．８ １４．８ （０．３） ２．１ ２８ Ｆ５区

１８-６５ 有台坏 ナ デ Ｍ３ Ｓ２ １ （３） ７．８ ６．８ ０．８ Ｆ５区

１８-６６ Ｍ４ Ｉ ㈲ ６．９ ８．２ １．０ Ｇ５区

１８-６７ Ｓ３ Ｉ （８） ７．５ ０．７ Ｇ５区

１８-６８ ナ デ ＭＩＬＩ ｌ ６（１２） ６．０ ６．８ １０．７ ０、３ ２．８ ３．１ ６０ Ｈ５区

１８-６９ Ｓ２ Ｉ ９（１０） ５．０ ６．８ １１．１ ０．６ ３．２ ３．８ ５８ Ｈ５区

１８-７０ 坏 蓋 ヘラ削 ＳＭ３
ＬＩ Ｉ ３．２ ２．４ １２．６ ２０．０ ２．２ ０ ２．６ ４．８ ２５ 第１１トレン千

１８-７１ ＳＭ４ ｌ ７ （９．５） １６．０ １．７ １７ 第６トレンチ 外面降灰
１８-７２ Ｍ３ Ⅳ ４ １２．９ ２５ １５区

１８-７３ ヘ ラ 削 Ｍ３ Ｓ４
Ｍ３ Ⅳ １ １３．７ １６．４ １．５ ４０

Ｆ４・Ｇ３区

接合

１８-７４ Ｓ３ Ⅳ １７ ２．８ ２．０ １５．７ ０．８ ０ ２．３ ３．１ ３１ ＳＸ０１（Ｆ６） 外面降灰
１８-７５ ＳＭ４ Ｉ ２ １９．１ （ｌ．０） ２５ Ｇ５区

１８-７６ ヘラ削 ＳＭ４ Ⅳ ７ ４．５ ３．３ １８．０ ２２．０ １．２ １．７ ２．３ ５．２ ３５
Ｆ４・５、Ｇ４・６

接合

１９-７７ 有台坏 ナ デ Ｍ３、ＬＩ Ｕ ７．９ ８．０ １３ｊ ０．５ ３．９ ４．４ ６２ Ｇ５区
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５５

挿図Ｎａ Ｓ 腫 器 形
調 整 胎 土 現存量

Ｉ／２４）

計 測 値 遺 構
出土地点 備 考

口頚部 体 部 底 部 海綿
骨片

赤褐
色粒

砂
粒

雲
母

断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ １

１９-７８ 須恵器 有台坏 ナ デ ナ デ Ｍ４ Ｕ ｆ６） ７．４ ８．５ ０．８ Ｆ５区
１９-７９ ナ デ Ｍ３ １ 日２） ７，６ ８．０ ０．５ ＳＸＯＩ（Ｆ５）
１９-８０ Ｓ３ Ｓ２ ＢＩｒ ｑＵ ８、９ ８、６ ０．７ Ｆ・Ｇ５区接合
１９-８１ Ｍ４ １ ３ ７．１ ８．６ １３．１ ０．３ ３．６ ３、９ ６８ Ｈ５区
１９-８２ Ｍ４ Ⅳ １２（］４） ７．５ ８、５ １２、９ ０．４ ３、９ ４．３ ７０ Ｇ５区

１９-８３ Ｍ４、Ｌ】 １ （３Ｊ ７．８ ８．７ １３．２ Ｏ、２ ４．０ ４．２ ６９ Ｆ５区
１９-８４ Ｍ４ １ （４） ７．９ ８，５ ０．５ Ｇ５区
１９-８５ ナ デ Ｍ４ １ 院ｊ ９，３ ８．７ ０．６ Ｇ５区

１９-８６ Ｍ３ １ ＩＩＯ） ９、８ ９、２ ０．５ Ｈ４区 畳付部に蓋目縁部の一
部粕酋

１９-８７ Ｍ３ Ｉ 〔５） ９．５ ９．７ ０．８ Ｈ４区 体部外面ヘラ書「／」
墨痕？

１９-８８ 無台坏 ナ デ Ｍ３ Ⅳ 徊１０） ６．８ １３．３ ３．５ ５６ Ｆ５区
１９-８９ Ｍ４、Ｌ２ Ⅲ 馴完） ６、６ １２．６ ３、３ ６９ 包含層一括
１９-９０ Ｓ３、Ｍ２ ＩＵ １６｝ ７．０ ＳＸ０１（Ｆ６）
１９-９１ ナ デ Ｓ３ＬＩ ｍ ３１７） ６、６ １１．９ ３．０ ６２
１９一９２ Ｓ３、Ｍ３ ｍ 印 即 ７．０ １２，９ ３．３ ６４ Ｇ５・６区接

１９-９３ ＳＭ３ Ⅲ ７．２ Ｈ５区
１９-９４ ナ デ Ｍ３、ＬＩ １ ２１１２Ｊ ７．８ ｎ、９ ３．４ ６９ Ｈ４区
１９-９５ Ｓ４ １ ２（３） １０，０ １３、８ ３．０ ６８ Ｈ５区
１９-９６ Ｍ４ ｌ】ｊ （７） ７，４ １５区

１９-９７ 坏 蓋 ナ デ
ヘラ削
→ナデ ＳＭ４ １ １１ ３、０ ２．５ ９．５ １４、６ ０、７ ０．４ １．８ ２．９ ２３ Ｇ５区 外面降灰

１９-９８ Ｍ３ ＳＩ ｌ １４ ３．１ ２．８ １０．１ １４．８ ０．７ ０．６ １．９ ３．２ ２９ Ｈ５区 内 面 ヘ ラ 害 「 - 」
１９-９９ ＳＭ４ １ Ｈ６区 外面墨書、不読
１９-１００ ＳＭ４ Ⅲ １４ ２．９ ２．５ １０．０ １５．３ ０．９ ０，６ １、７ ３．２ ２４ Ｆ４区 内面墨痕、ヘラ書「キ」

１９-１０１ ＳＭ３ Ⅲ ３．８ ３．４ １０，９ ０．６ ２４ Ｇ５・６区接合 外面墨書「・万呂」

１９-１０２ 脈 所 ‘ Ｍ３、ＬＩ Ⅳ ５ １５、８ ２．２ ４０ Ｈ・１４区接合

２０-１０３ ヘラ削 Ｍ４、ＬＩ Ⅳ ６ ３，１ ３ｊ １２．３ １５、０ ０．５ ０．４ １．０ １．９ ２５ Ｆ・Ｇ４区接合
２０-１０４ ＳＭ４ ＵＩ １０ ３．０ ２．８ １１、６ １５．１ Ｏ、６ ｌ、２ Ｉ．８ ３０ Ｇ６区

２０-１０５
ＳＭ４
ＬＩ ｌｌ ４ １４．１ ２．２ ３１ Ｆ・Ｇ６区接合 内面墨痕

２０-１０６ Ｍ３ Ｍ２ ＩＶ ４ １４．１ ２０ １４区
２０-１０７ ＳＭ４ １ ５ １４．４ ２．１ ３４ Ｈ３・５区接合 外面降灰
２０-１０８ ＳＭ３ １ ３ （９．５） １４、６ １０、２） １，７ ２５ Ｇ５区
２０-１０９ 嘔サテ’ Ｍ４、Ｌ２ Ｕ】 ３ １４．７ （２．４） ３７ Ｈ６区

２０-１１０ 無台坏
今
夕 Ｓ３ ＩＩＩ Ｈ４区 底部外面墨書、部分的

不読
２０-１１１ 坏 蓋 ナ デ ナ デ ヘラ削 ＳＭ４ ｍ ２０ ３．１ ２．２ ９．０ １４．８ ０．５ ０．２ Ｉ、５ ２．２ ２１ Ｆ５区 内面ヘラ霞「-」
２０-ｎ２ Ｍ３ ＩＵ Ｉ １６．０ １．３ １８ Ｇ５区
２０-１１３ 有台坏 ナ デ Ｍ４、Ｌ２ ｌ ５ｉ完） ８、１ ８．５ １２．９ ０．４ ２、９ ３．３ ６７ ＳＸＯＨＦ６）
２０-１１４ Ｓ３、ＬＩ 日 ２ｑ２） ９．４ ９、２ ］３．５ ０．５ ３ｊ ４．０ ６６ Ｆ５区 底部外面四怨不読
２０-１１５ Ｓ３、ＬＩ １ 日Ｊ ７．６ ９．０ ０．３ Ｈ４区
２０-１１６ Ｍ３ Ｕｊ （ぽ ７、`４ ８．８ ０．５ Ｆ４・Ｇ５区接 底部外面ヘラ書「-」

２０-１１７ Ｍ２、ＬＩ １ １１３） ７．８ ８．１ ０、５ Ｆ４・５接合

２０-１１８ Ｍ３ Ｈ １８） ８、３ ９．６ ０．４ Ｇ６区
２０-１１９ Ｓ４、Ｍ３ Ｒ’ ・ ㈲ ８．１ ８．５ ０、５ Ｈ３区

２０-１２０ Ｍ３ ＵＩ Ｉ゙６） ７，４ ９、０
０
０．４

Ｇ６・Ｈ５・Ｊ４

接
底部外面墨香、部分的
不訣

２０-１２１ Ｍ３ Ｓ２ ‖ｉ り） ８．０ ９．８ ０．５ Ｈ３区
２０-１２２ ナ デ Ｍ３ ＵＩ ｌｔ３） ９．８ １０、５ １４．０ ０．３ ３．６ ３．９ ７９ Ｆ５区
２０-１２３ Ｍ３、Ｌ２ Ｓ２ ｌｌｌ 即７） ９．５ １１、０ １３，８ ０．４ ３．３ ３．７ ７６ Ｆ４・５接合

２０-１２４ Ｍ３ 【１ ３ド） ９．２ ］０．２ １４．６ ０．３ ３．３ ３、６ ６５ Ｈ５区 底部外面ヘラ恋
２０-１２５ Ｍ３ Ｓ３ １１ （４） ８，８ Ｈ）、９ ０．５ Ｇ６［又ｌ
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柿□胸ａ Ｓ 種 Ｓ 形
調 整 胎 土 現存量

（／２４）

計 測 値 遣 構
出土地点 備 考

□頭部 体 節 底 部 海綿
骨片

赤褐
色粒

砂
粒

雲母 断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

２０-１２６ 須恵器 有台坏 ナ デ ナ テ ’ Ｍ４ Ⅲ （１２） ９．１ １０．２ ０．４ Ｇ６区
２０-１２７ ナ テ ’ Ｍ４ Ｉ □） ８．２ ９．８ ０．３ １４区 底部外面墨痕
２０-１２８ Ｓ３、Ｍ２ ｍ （９） ８．１ ９．０ ０．４ １４区

２１-１２９ 坏 蓋 ナ デ ヘラ削
ＳＭ４
Ｌ２ Ⅳ ３．４ ３．２ １４．４ ０．７ ２．０ ２，７ 第１０トレンチ 外面墨書「玉万呂」？

２１-１３０ ＳＩ ＳＭ４
Ｌ３ Ｕ ２１ ３．１ ２．３ ９．３ １４．５ ０．７ ０．７ ２．４ ３．８ ３７ １３区 内面ヘラ方「-」

外面坏片粕着

２１-１３１ ＳＭ４ Ⅲ ６ １３．８ ２９ １３区 内面墨痕
２１-１３２ ヘラ削 Ｍ３、Ｌ２ ｍ １４ ７．３ １４．２ ０．５ １．８ ２３ Ｆ５・６区接合

２１-１３３
ＳＭ３
Ｌ２ Ｕ ７ ８．６ １３．８ ０．６ １．９ ２８ １４区

２１-１３４ ナデ？ ＳＭ４ Ⅲ ４ １４．０ １．７ ２７ 日５区 内面墨痕
２１-１３５ Ｓ４、Ｍ３ Ｕ ４ １４．０ １．９ ２６ Ｈ６区 外面降灰、内面墨痕
２１-１３６ ナ デ Ｍ３ Ⅲ ２ １３．６ ３４ Ｈ５・６区接合 外面墨書？
２１-１３７ ナデ？ ＳＭ４ ＩＶ ８ １３．７ １．５ ２４ Ｆ４・５区接合 外面降灰

２１-１３８
ＳＭ４
Ｌ１ Ⅳ ４ １３．８ １．５ １５ 第７トレンチ

２１-１３９ ヘラ削 Ｍ４ Ⅲ １２ ８．５ １３．０ ０ １．１ １８ １５区 外面降灰、内面ヘラ書
「 - 」 焼 き ゆ がみ

２１-１４０ 無台坏 ナ デ ＳＭ３ Ⅲ （６） ９．５ Ｆ５区 底部外面墨書「・万呂」
部分

２１-１４１ ＳＭ３ Ⅲ （６） ８．０ １５区 ９ 「 秋 」

２１-１４２ ＳＭ３ １ 巾 ９．６ 第７トレンチ 底部外面墨書・不読

２日４３ ナ デ Ｍ３、ＬＩ ｎ ＺＯ（完） ７．６ １１．６ ２．７ ６７ Ｈ・１５区接合 内面墨痕

２１-１４４ ＳＭ３ １ ７（川 ８．０ １１．７ ２．９ ７２ １４区 底部外面墨書・２文字
「口入」

２１-１４５ Ｍ３ Ⅳ ３（２） ９．６ １２．６ ２．９ ７３ Ｈ４区

２１-１４６ Ｍ４ Ｉ １㈲ １０．０ １３、５ ３．１ ７０ １３・４区接合

２１-１４７ ＳＭ３ Ⅲ １０．４ 第１０トレンチ 底部外面墨書「玉…」

２２-１４８ 坏 蓋 ＳＭ４ Ⅲ ４ ２．２ ２．５ １３．０ ０．６ ２．１ ２．７ ３８ Ｈ４、１３・４区

接 合
内面墨痕

２２-１４９ Ｍ４、Ｌ３ Ⅲ ６ ２．４ ２．１ １３．９ ０．６ １．６ ２．２ ３２ Ｆ４・Ｇ４接合

２２-１５０ ヘラ削
ＳＭ４
ＬＩ 田 １６ ２．８ ２．４ ９．０ １４．０ １．２ １．７ ２．９ ３１ Ｇ６区 内面墨痕、墨書・不読

＋「ＸＪ

２２-１５１
Ｍ３
ＬＩ Ⅳ ３ ２．８ ２．４ １２．０ １８．１ １．５ ０．３ １．９ ３．７ ３５ Ｈ５・Ｊ４区接合 内面墨書・部分的

２２-１５２ （段状） Ｍ４ ＩＶ ２ １３．３ １８．０ （１．０） １．８ ２９ Ｊ・１３・４区

接 合
内面墨痕

２２-１５３ 有台坏 ナ デ Ｍ４ Ｓ２ １ （４） １０．７ １０．５ ０，４ Ｇ５区

２２-１５４ 坏 蓋 ナ デ ヘラ削 Ｍ４ Ｉ ４ ８．２ １２．０ ０．１ １．２ ２２ Ｇ５区

２２-１５５ Ｍ３、Ｌ２ ｌ ２．４ ２．４ １２．４ ０．８ ２２ Ｊ・Ｉ区接合 内面墨書「五万呂」

２２-１５６ Ｍ３、ＬＩ Ｒ「 ６ ７．４ １０．１ ０．６ ２．４ ５８ Ｇ５区 外面降灰、内面ｌ痕

２２-１５７
Ｍ３
Ｌ３ ｌ １８ ２．２ ２．１ １１．４ ０．７ ２．０ ２．７ ２６

Ｈ・Ｉ・Ｊ３・４・５

区接合
外面降灰、内面墨痕・
使用痕？

２２-１５８ 有台坏 ナ デ Ｍ３ 田 川５） ７．０ ７．５ １０．１ Ｏ、７ ３．８ ４．５ ８２ Ｈ４区 底部外面墨書・不語

２２-１５９ 坏 蓋 ヘ ラ 削
ＳＭ４
Ｌ２

Ｕ ５ ９．８ １４．４ ０．５ ２．１ ３８ Ｈ６区

２２-１６０ ＳＭ４ Ⅲ ７ ８．０ １４．６ １．２ １８ Ｇ４区 内面ヘラ答「-」？の
一部遺存

２２-１６１ Ｍ３ Ｓ３ Ⅳ ２ １１．０ １５．０ ０．２ １．０ １９ １４区

２２-１６２
ＳＭ４
Ｌ２ Ｓ３ ＩＶ ５ ９．６ １４．４ ０．３ １．８ ３１ Ｇ３・４・５区

接合

２２-１６３
ＳＭ４
Ｌ１ Ⅳ ４ １０．０ １４．２ ２．２ ４３ Ｆ４区
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５７

挿図Ｎｏ． 乙 種 器 形
調 整 胎 士 ． 現存駄

リ２４）

計 測 値 遺 構
出土地点

備 考
口頚部 体 部 底 部 海綿

骨片
赤褐
色粒

砂
粒

雲母 断
面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

２２-１６４ 須恵器 坏 蓋 ナ デ ナ デ ヘラ削 Ｓ４、Ｍ３ Ⅲ ４ １２．３ １６，０ １、５ ２２ Ｇ４区

２２-１６５ ナ デ Ｓ４、Ｍ３ Ⅲ １０ １７，８ ２．５ ３６ Ｇ６区

２２-１６６ 有台坏 ナ テ ’ Ｓ４ ｍ ６ １５．４ ７１ Ｈ４区

２３-１６７ ナ デ Ｍ３
ＬＩ

１ 徊７） ８．０ ８．］ １１．４ ０．４ ３、７ ４．１ ７２
Ｇ５・１３・４・Ｊ５

接
底部外面墨書「田・」

２３一１６８ Ｓ４、Ｍ３ Ⅲ □５） ７．３ ８，０ １２、２ ０．４ ３．３ ３．７ ６９ １３・５、Ｈ５接

２３-１６９ 言 Ｍ３
Ｌ２ Ⅲ （９） ９ｊ １０．０ ０．５ Ｆ５区

２３-１７０ ナ デ Ｓ４、Ｍ３ Ⅲ （１２） １０．０ １０．３ ０．６ Ｈ６区

２３吋７１ ナ デ
Ｍ４
ＬＩ Ⅲ ｌ（９） ７．３ ８．０ １２．５ ０．６ ３、７ ４、３ ７０ Ｇ・Ｈ４区

接合
目縁から体節にかけ墨
痕、底部外面ヘラＳ

２３-１７２ Ｍ３ Ｓ３ Ｉ （完） ７．２ ７．８ ０．４ Ｇ・Ｈ４区接合

２３-］７３ Ｍ３、ＬＩ Ⅲ （］２） ７、６ ８、９ ０．３ Ｈ４・５、１５接 底部外面ヘラ書「二」
２３-１７４ 無台坏 ナ デ Ｓ２、ＬＩ Ⅲ 出Ｏ） ６，８ ＩＩ、０ ３、６ ７４ Ｇ５・６区 タ 「 ‾ 」

２３-１７５ ＳＭ４ ｒＶ 目引 ６．８ ｝１４、１４・駆１給 タ 「 × 」

２３-１７６ ナ デ
Ｓ３
Ｌ２ ｍ ２２（完） ８．２ １］、３ ３、４ ７０ Ｇ・Ｈ４区

タ 「 ‾ 」 、

目 縁 外 面 癈 ９

２３-１７７ Ｍ３ Ｕ 回） ８．０ １４・５区接合

２３-１７８ Ｍ３、Ｌ】 Ⅳ ｄＤ ７．０ Ｈ５・１４区接合

２３-１７９ ナ デ Ｍ４ Ⅳ 川０） ７ｊ １２．０ ３．５ ６５ １４区

２３-１８０ Ｍ３ Ⅲ ８．４ 第６トレンチ 底部外面墨書「・地」
２３-１８１ Ｍ２ Ⅲ ＯＵ ７．６ １３区 底部外面ヘラ書「-」

２３-１８２ 蓋 Ｓ３ Ⅲ Ｈ５区 外面降灰
２３-１８３ Ｓ３、Ｍ２ Ⅲ 旧．６） Ｇ５区

２３-１８４ 壷 ナ デ Ｍ３ 日 ４ １６、８ Ｊ４区

２３-１８５ ＳＭ３ Ⅲ ２ Ｇ５区

２３-１８６ 高 坏 ナ デ Ｓ２ ＳＭ４
Ｌ２ Ⅲ ４ １６．８ Ｆ４・Ｇ５区接

２３-１８７ 蓋 ナ デ ナ デ Ｍ３ Ｉ ８．６ Ｈ６区
２３-１脂 Ｓ２ ｌ ２ ７．６ Ｈ５区
２４-１８９ 甕 ＳＭ４ ｍ １ ３７．６ Ｆ５区 波状文
２４-１９０ Ｓ４、Ｍ２ Ｈ １ ３５，０ Ｈ４区 外面粕
２４-１９１ 瓶 ＳＭ３ Ｕ ３ ９，６ １５区 内外面降灰
２４-１９２ ＳＭ３ Ｈ ４ ｌｊ．２ １３区

２４-１９３ ナ デ ノ ＳＭ４ Ｈ ６．０ １４．８ Ｈ５区 外面及び底部内面降灰

２４-１９４ 壷 ナ デ Ｍ３ Ｈ ２ １５．８ Ｈ５区
２４-１９５ Ｍ３ Ｕ ３ １４．６ Ｈ６・１３区接 目縁部内外面降灰
２４一１９６ ＳＭ４ Ⅲ ４ １３．２ Ｆ６区

２４-１９７ プ ＳＭ３
ＬＩ Ⅳ ６ １１．３ ５．２ Ｆ４区

２４-１９８ ナ デ ＳＭ４ Ⅳ Ｆ４） ９．２ Ｆ６区
２４-１９９ ナ デ Ｍ３ Ｓ２ Ｉ Ｈ６区
２４-２㈲ ナ デ Ｓ３ ＩＶ （５） ８．６ Ｈ４区

２４-２０１ 鉄 鉢 竺 ＳＭ３ Ⅲ ・１ １７、４ Ｆ５区

２４-２０２ 円面硯 ナ デ ＳＭ３ Ⅲ ＳＸ０１ＦＦ６）
２４-２０３ 壷 ナ デ ⌒ ｙ ＳＭ４ Ｉ ２ ２１．３ ］ｌ．０ １４区 外面降灰

２４-２０４
叩き目
文

ＳＭ４
Ｌ２ Ｉ ４ ２７、２ １７、０

Ｇ５・Ｈ５・６

接
外面、□縁内面降灰、
体部内外叩き目

２４-２０５ 瓶 ナ デ ＳＭ４ Ｈ ｛い １０．１ ９、８ ０．８ １３・４区 底部内面降灰
２４-２０６ 壷 ナ デ ＳＭ３ Ⅲ ６．０ ６．８ ０．５ 排土中

２５-２０７ 土師笞 甕 ナ デ √ Ｓ３ ＳＭ４ ６ １５．２ Ｉ．７ Ｇ６区 内面煤付酋
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挿図Ｎｏ． 影 種 器 形
調 整 胎 土 現存量

（／２４）

計 測 値 遺 構
出土地点 偉 考

口頚部 体 節 底 部 箭 赤褐
色粒

砂
粒

雲
母 Ｍ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

２５-２０８ 土師斟 甕 ナ デ カキ目 Ｓ２ ＳＭ４、ＬＩ ７ １５．１ １５．９ １．５ Ｆ６区

２５-２０９ ご Ｓ３ ＳＩ ＳＭ４ ３ １８．１ １．９ Ｇ６区 内面煤付肴

２５-２１０ 言ご Ｍ４ ＭＬ３ ＳＭ４ ２ ２１．０ ２．５ Ｆ６区

２５-２１１ ナ デ ごカキ目
Ｍ３ Ｍ２ ＳＭ４ ３ ２２．８ ２．０ Ｈ５区

２５-２１２ 言昌 ＳＭ４ Ｓ２ ７ ２３．３ ２．８ Ｇ４区 内面煤付着

２５-２１３ ナ デン Ｓ３
Ｍ４
Ｌ２ Ｓ３ １８ ２．６ ２０．５ ２０．１ １．９ ２８．０ ２９．９ Ｆ５・６区接

２５-２１４ ア縦ハケ
横ノ々 Ｓ３ Ｓ２ Ｓ３

Ｌ２
Ｓ２ ４ １９．０ ２．０ Ｈ５区

２５-２１５ ナ デ ＜ Ｓ３ ＳＩ Ｍ４ Ｓ２ １０ １３．６ １．５ Ｇ６区

２５-２１６ カキ目 Ｓ２ Ｍ４、Ｌ３ Ｓ２ ４ ２１．８ １．９ １４区

２５-２１７ 言 Ｓ３ Ｓ２ Ｍ４ ７．０ Ｇ６区

２６-２１８ ナ デ言 Ｍ３ Ｓ３ ３ １８．１ ２．１ Ｇ４区

２６-２１９ Ｍ３ Ｓ３ ３ １９．２ １．９ Ｆ４区 外面煤付着
２６-２２０ Ｍ３ Ｓ２ ３ １９．０ Ｈ４区

２６-２２１ Ｍ４、ＬＩ Ｓ２ ３ １９．２ Ｊ５区

２６-２２２ 背 ハケ
Ｍ３ Ｓ３ ５ ２２．０ １．５ Ｊ５区

２６-２２３ 言縦ハケ ＳＭ４ Ｓ２ ４ ２３．０ ２．２ Ｆ５・６区接 外面煤付着

２６-２２４ ナ デ Ｍ３ Ｓ２ ２ ２３．４ Ｊ４区

２６-２２５ ⊇ ＭＬ３ Ｓ２ ２ ２５．０ Ｈ４区

２６-２２６ ナ デ Ｓ２ ＭＩ Ｍ３ Ｓ２ ２ ２４．４ １４区

２６-２２７ ナ デ Ｍ４、Ｌ３ Ｓ３、Ｌ】 ２ ３０．０ Ｊ５区

２６-２２８ 言 Ｓ４
Ｍ２ Ｓ３ ４ １４．９ １．５ １３区

２６-２２９ 昌ハケ目 Ｓ３ Ｓ４ ４ １８．３ ２．１ Ｇ４区

２６-Ｚ３０ 箔カキ目 Ｍ１ Ｍ３ Ｓ２ ５ １９．０ １．５ １３・４区

２６-２３１ ハケ目 Ｓ３ Ｓ２ ＳＭ３ （９） １３．０ Ｈ４区

２６-２３２

ヘラ削

言
糸切り
痕

Ｍ３
ＬＩ

Ｓ２ （完） ７．７ Ｈ５区

２７-２３３ 坏 言ミガキ
Ｓ２ Ｓ２ ２ １２．６ １３区 内面黒色外面赤彩

２７-Ｚ３４ Ｓ２ Ｓ２ ２ １４．０ Ｆ５区

２７-２３５ 言 Ｓ２ Ｓ２ ６ １５．２ Ｈ５区
ｒ Ｗ

２７-２３６ 言 Ｓ２ Ｓ２ ４ １７．０

ｘｊりに．

Ｇ ６ 区

２７-２３７ づ Ｓ２ Ｓ２ ２ １７．０ １５区

２７-Ｚ３８ こ Ｓ２ Ｓ２ ３ １４．６ Ｊ５区
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５９

挿ｒホｏ、 誤 植 器 形
調 整 胎 土 現存量

（／２４）

計 測 値 遺 構
出土地点、

備 考
口頚部 体 節 底 部 海綿

骨片
赤褐
色粒

砂
粒

１
Ｂ ｌ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

２７-２３９ 土師器 坏 ナ デ ナ デ Ｓ３ Ｓ３ ２ １４．６ Ｇ６区 両面赤彩
２７-２４０ ミガキ ミガキ Ｓ４ Ｓ２ ２ １６．０ Ｇ５区

２７-２４１

ナデ・
ミガキ

ミガキ

Ｓ３ Ｓ３ ２ １６．６ Ｇ５区

２７-２４２ 境 ナデミガ４ Ｓ４ Ｓ２ ６ １４．０ １４区 内面黒色外面赤彩

２７-２４３ 有台坏 ナ デ ナ デ
ヘラ削

ナデ
Ｓ３ Ｓ３ ８．２ ８．６ １１、９ ０．５ １４区 両面赤彩

２７-２４４ 坏 Ｓ２ Ｍ３ Ｓ２ ２ １２．６ Ｆ５区

２７-２４５
ナデ・
ハケ目

Ｓ２ Ｍ３ Ｓ２ ３ １３．６ Ｇ５区

２７-２４６ Ｓ３ Ｓ２ ３ １６，６ Ｈ５区

２７-２４７
ナデ

ミガキ
Ｓ３ Ｓ３ ２ ９．０ １７．２ ３．０ Ｆ６区

２７-２４８ ナ テ ’ Ｓ２ Ｓ３ ３ １７．０ １４区

２７-２４９
ナデ

ミガキ

ナデ

ミガぶ
Ｓ２ ３ １５区

２７-２５０ 甕 ナ デ Ｓ２ Ｍ２ Ｍ３ ｑｌ） ６．６ １４区
２７-２５１ 壷 ナ デ Ｍ２ ＳＩ Ｓ２ （８） １２．０ Ｆ４区 外面赤彩
２７-２５２ ナ デ Ｍ３、Ｌ２ Ｓ２ （８） ５．０ Ｇ５区
２７-２５３ 甕 Ｍ２ ＳＭ４ （９） ７．８ １４区
２７-Ｚ５４ ナ デ Ｍ４ 肋） ６．４ １４区
２７-２５５ 把 手 Ｍ２ Ｓ３ Ｇ５区
２７-２５６ Ｓ２ Ｓ１ Ｍ４ １３区
２７-２５７ Ｓ２ Ｍ４ Ｈ３区

２７-Ｚ５８ 棒状脚 Ｓ２
ＳＭ４
ＬＩ Ｇ４区 製塩土器

２７-２５９ Ｓ２ Ｍ４ Ｇ５区
２７-２６０ Ｓ２ Ｍ４ Ｆ４区

２７-２６１ Ｓ３ ＳＭ３ Ｇ４区 製塩土器
２７-２６２ Ｓ４ Ｍ４ Ｇ４区
２７-２６４ 須恵Ｓ 甕 ＳＭ４ ｎ ｌ ５７．０ Ｇ６区 内外面降灰、波状文

観察表中、〔調整〕については、各部位外面、内面の順に記入した。分記していない場合は内外
面共通の調整手法であることを表している。

Ｃ胎土］は海綿骨片・赤褐色粒・雲母・石英・長石・岩石粒の形状、大きさ、含有量を裸眼で観
察した。そのうち、石英・長石・岩石粒などは、ぼ、とんどの土器が共通の傾向を示していたので、
表中では砂粒として表記した。量は主観的にみて、通有量と思われるものを判断基準に３とし、以
下５：非常に多い・４：多い・２：少ない・１：非常に少ないと表記した。また、断面とは、須恵
器のみに行っ ’だもので、安里進「須恵器の断面色層と六世紀の焼成技術」『考古学研究』を参考
に、酸化焔焼成によって生成した茶褐色系の色層を「酸化層」、還元焔焼成によって生成した青灰

色系の色層を「還元層」とし、内外表面から内部まで完全な酸化層をＯ類、内外表面のみ還元層で、

内部は全面的に酸化層が残るものをＩ類、還示層が内外表面からある程度内部まで及んでいるが、
芯にはまだ酸化層が残るものをＨ類、内外表面から芯まで完全に還元層のものをⅢ類、その他変則
的な色層をなすものをＩＶ類として分類、表記した。
〔現存量〕については、基本的に口縁部の残存率を２４分割法で、さら旧犬況に応じて（）内に



６０

底部の残存を表した

【ｊｌ十測値】については、Ａ：高台径、Ｂ：底径、Ｃ：ロ縁部ョコナデ幅の直径あるいは体部最大
径、Ｄ：口径、Ｅ：口縁部ョコナデ幅あるいは口縁部高、Ｆ：Ｅに対する体部下半の高さ、Ｇ：体
高、Ｈ：器高、Ｉ：体部の最も張り出した所から口唇部端へ直線を引いて計測した角度をそれぞれ
表記した。
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‾ＳＫ０１・ＳＸ０１検と４ヤ｜大況（南から）

（２）掘りあがったＳＫ０１（北から）
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